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平成5年度

｜富山大学入学者個別学力検査（前期日程・A日程）が実施される｜

平成5 年度入学者選抜試験の前期日程・ A日程の学
力検査 等が， 去る2月25日（木）に実施されました。

試験当日は． 雪に見舞われるあいにくの天気となり
ましたが， 受験生たちはみな， オーバーを着込むなど
温かい服装で大学の門をくぐりました。 また， 積雪で
心配されていた各交通機関の乱れもなく， 試験開始2
時間前にはすでに受験生の姿が見え始め， 受付の午前

9時には． 各学部の入口の前は受験生でいっぱいでし
fこ。

前期・ A日程合わせて志願者は4,570人で， そのう
ち受験したのは4,297人 （欠席265人）で， 受験率は
94.0%でした。 また， 私費外国人留学生も112人が受験
しました。

前期日程・ A日程の合格 発表は， 3月6 日（土）午前
10時に本 学学生部前の特設掲示場で行われ， 同時に私
費外国人留学生特別選抜の合格者発表も行われました。

なお， 教育学部で私費外国人留学生の合格者が出た
のは初めてのことです。

また， 後期日程の入学者選抜は， 3月15日（月）に ，
教育学部小学校， 養護学校及び幼稚園教員養成課程で
実技検査 ， 同 学部情報教育課程と理学部化学科で小論
文， また経済学部「昼間主コース」で学力検査 が実施
されました。

企足場が悪い中， 緊強の面持ちで試験会場ヘ向かう受験生

企緊張の 面持 ちで試験開始の合図を待つ受験生

（理学部検査室）

.試験終了，肩の荷をおろして帰路に 向か う 受験生
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。平成5年度 富山大学入学者選抜試験（前期・A日程）結果一覧

学部 区分

人文 前
期

前

教育 期

A 

前

経済
期

l'JJJ 

理
期

日目

工 期

前

学 科 ． 課 程

人 文 且弓z与． 科－・・・・・・ー－－－．．．．，，．．，，，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．． 
宝関五口 Aヲ比ー 文 ふ7ゐt 科

計

小 学 校 教 員養 成 課 程
養護学 校 教員養 成課程
幼 稚 園 教 員養 成 諜 程
情 報 教 育 課 程

計

中学 校 教 員養 成 課 程
�』� 計

昼 経 済 寸-"t 科
コ間 経 営 且子ι 科
1主 経 営 法 ぶ一 子

"'" 科
ス 計

夜 経 済 弓-"t 科
コ間 経 営 予,..,. 科
1主 経 営 法 ！よ寸凶aー， 科

ス 計

」c"'-コ 計

数 学 科
物 理 弓)>l与予 科
化 ぶ4注 皐．・ 科
生 物 Aヲ.ucヤ 科
地 球 キヰ 予,.,.. 科

計

電 子 情 報 工 弓店主Lゐ 科
機械 シ ス テ ム 工学 科
物 質 工 ザAムι:.. 科
化 A弓必t 生 物 工 且ヲZ与． 科

計

i仁�、 計

期 日 程 13 計

募集人員
人
68 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・．．
7 2  

140 

7 0  

1 4  

21 

20 

125 

44 

1 69 

1 16 

部

7 1  

27 5 

2 

2 

2 

6 

281 

30 

37 

42 

44 

27 

180 

87 

67 

54 

56 

264 

1 034 

990 

志願者数

人
354 － ー・ー・ ・・・・・・・・・・・・・・・・噌’
415 

7 69 

191 

48 

95 

26 

360 

222 

582 

447 

343 

必 4

1, 27 4 

12 

16 

23 

51 

1 325 

138 

135 

124 

150 

106 

653 

3部

27 0 

349 

234 

1, 241 

4, 57 0 

4, 348 

（注）理学部化学科及び生物学科の募集人員には， それぞれ増員分を含む。
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受験者数 欠席者数

人 人
334 20 ・ー・・ー－・・・・・・・........... －－－－－－．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
398 17 

7 32 37 

182 9 

45 3 

91 4 

26 。

344 16 

214 8 

558 24 

428 19 

321 22 

456 28 

1, 205 69 

12 。

16 。

23 。

51 。

1, 256 69 

129 6 

128 7 

1 10 14 

139 1 1  

1 01 5 

607 43 

365 21 

249 20 

321 26 

209 25 

1, 144 92 

4, 297 265 

4, 083 257 

合格者数

人
7 3  ・・・・・・・・・・，．．．．．．． ....司
7 6  

149 

7 5  

15 

22 

22 

134 

51 

185 

140 

101 

部

329 

4 

4 

5 

13 

342 

38 

44 

43 

49 

28 

202 

104 

7 6  

66 

7 1  

31 7 

1 195 

1 144 



平成5年5月発行
品同十 報 第341号

。平成5年度 富山大学私費外国人留学生特別選抜試験結果一覧

学部 学 科 ． 課 程 志願者数 受験者数 欠席者数 合格者数

人 人 人 人

人文 人 文 守ム見:. 科 9 7 2 6 

主ロ主ロ 学 文 ぶ弓，，..ー． 科 2 2 。 。

計 1 1  9 2 6 

小 学 校 教 員 養 成 課 程

中 学 校 教 員 養 成 課 程 1 。 1 

養 護 学校 教 員 養 成 課 程
教育

幼 稚 園 教 員 養 成 課 程

情 報 教 育 課 程 1 1 。

計 2 2 。 2 

昼 経 済 � 与 科 19 1 2  7 。

コ 間 経 営 A予Lι与 科 48 30 18 4 
経済

l主 経 営 法 守；.＞＇二包 科 2 1 。

ス 計 69 43 26 4 

数 学 科

物 理 寸,u.ーι 科

化 � 科
理

生 物 学 科

地 球 科 学 科

計

電 子 情 報 工 AすLーん 科 12 9 3 5 

機 械 シ ス テ ム 工 学 科 13 7 5 5 

工 物 質 工 弓A孟d与－ 科 4 2 2 。

化 �必4与． 生 物 工 2子也L 科 1 1 。

計 30 19 1 1  1 1  

� 計 1 12 7 3  39 23 

（注） 主な 出身国 ・ 地域： マ レ イ シ ア 11人， 中国6人， 台湾5人． 韓国1人
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o

来年就職する学生向けに 00 
0 公務員採用試験に関する講演会を開催。

第341号

去 る 2 月 3 日 （水 ） 午 後 1 時 か ら ． 経済学部201番 教室に お い て， 公 務員 を志望 す る 学生 を 対象 に 「 公 務 員 採 用 試

験 に 関す るJ 講演会 を 開催 し， 延約 320名 の 学生が聴講 し た 。

こ の講演会 は， 就職 活 動 の 一環 と し て， 来年度 に 向 け て 就職 活動 に あ た る 三年次生 を 中 心 に 開 催 し た も の で，

今回 で七回目 を迎 え た 。

当 日 は． 始め に 学生部長か ら挨拶 が あ り， 次 い で， 富山県 人事委員会 事務局任 用 課 長 代理霜上 寛氏 か ら 「富

山 県職 員採用試験 の概要 に つ い て 」 ま た， 人事院中部事 務局第二 課専門官大鹿 茂 氏 か ら 「 国家 公 務 員I 種 • II 

種採用試験の概要 に つ い て 」 そ れぞ れ講 演 が あ り， 会 場 に は． 好景 気が一転 し て 最 近 の景 気 の 低迷， 企 業 の 産 業

構 造 の 変 化な ど影 響 しで か， 給 与 や 福利 厚生面な ど で改善 が計 ら れ， 将来や り 甲斐 の あ る職 場 と 安定 性 の 高 い 公

務 員 を 志向 す る 多数 の 学生 が聴 き 入 り ， 真剣 に メ モ を と っ た り ， 熱気溢 れ る 活発な 質疑応答 が行わ れ た 。

企 熱心に講演 に聴き入 る公務員志望学生

-6ー
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集特

退職者を囲む懇談会で永年の労がねぎらわれる

平成4 年 度 に定 年（停年 ） に よ り 退職 さ れ た 方々 を

囲 む 懇談会が， 去 る 3 月 16 日（火 ） 午 前 1 1 時50分 か ら

黒 田 講堂 に お い て 開 催 さ れ まし た 。

懇談会 で は， 小黒学長か ら 退職者 一人一人 に記 念 品

が贈呈 さ れ た後， 永 年 に わ た っ て 本学 に 尽 く さ れ た こ

と へ の 労 をね ぎ ら う 挨拶 が あ り まし た 。 こ れに対し て，

退職者 を代表し て ， 教育学部白川部子教授が謝意 を 述

べ ら れ まし た 。 次 い で． 記念撮影 の 後， 懇親 パ ー テ ィ

に 移 り まし た 。

懇談会 は， 終始和 や かな雰囲 気 の う ち に行 わ れ ， 学

長 を は じ め各 部局長か ら永 年 の 労 がね ぎ ら われ まし た。

な お． 退職 さ れ た 方々 は 次の と お り で す 。

事 務 局 文部技 官 植 吉 和 政

人 文 学 部 文部教宮 川 本 栄 一郎

吉 田 清
田 村 与 市

武 久美子

（平成4 年 12月 1 日 退職 ）

唯

郁 子

光 三

節 子

吉 充

幸 生

慶 二

美喜子

重 彦

昭 二

米 戴

貢

幸 作

以上18名

田

谷

井

森

尾

井

谷

川

木

村

田

本

々

中

白

佐

多

杉

松

森

森

大

藤

飯

高

浜

文部教 官

，，， 

文部事務官
作 業員 長

文部事務官
文部教官

文部事務官

文部教官

，， 

II 

，， 

II 

II 

部

経 済 学 部

理 学 部

学 部

教 育 学 部

養

，， 

II 

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

工

教

，， 

文部技 官

文部事務官

，， 

人文学都・理学部
，， 
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経理 部 植吉 和政

私が富山大学 に 就職 し た の が， 昭和37年 で 当 時 は 雪

が よ く 降 り ま し た 。

朝出勤 し て炭火 を 起 こ し て 教室 へ配 っ た り， 石炭 ス

ト ー プ に火 を 入 れ た り 色々な 事 を し て き ま し た 。

木造 の 建 物 や 多 く の 人 と の出逢 い がな つ か し く 思 い

ま す 。

月 日 の 立 つ の も早 い も の で， 31年間勤 め さ せて頂 き，

こ の 度定年退職 を 迎 え る 事 にな り ま し た 。

富 山 大学 の皆様 に は， 大変長 い間御世話 にな り 有 り

難 う ご ざ い ま し た 。

さらば我が母校

人文学部 吉 田 清

土 壇場 に き て 私 は 去年， 今年 と 人文学部紀要 に論 文

を執筆 し た 。 《矢 つ ぎ ばや に》な ど と 自 慢 し た い 所 だ

が， 実 は， 書 かね ばな ら ぬ事情に追 い 込 ま れて い た の

だ 。 《 上， 中， 下》 と続 く 論 文 の《 下》 が残 っ て い た

外に， シュ タ ードラ ー と い う詩 人 に関す る論 文 の《上》

を 書 い た直 後 に 全集 の 改訂増 補版 が出 た た め， 構想 の

建 て直 し を迫 ら れて 中 断 し， 《 下》 を書 か ず に い た か

ら だ 。

ど う や ら こ の二 つ を片付 け て一応 ほ っ と は し た も の

の， 恥 ず か しな が ら未完 の論 文 を も う 一つ抱えていて，

生涯 に悔 い を残 し そ う で あ る 。

前任校 で 別 の詩 人 ト ラ ー ク ル の《 研究序説》 を書 き

終 え た 時点 で富 山大 学 へ移 り， 引 き続 き《 本論》 を 書

く べ き で あ っ た の に， も と も と 移 り 気な の と， 卒論修

論 と やっ て き た こ の詩 人 の 作 品 に 対す る 魅力 が薄れ た

せ い も あ っ て， 研究対象 を 変 え て し ま っ た の だ 。 序説

だ け で 中 断 す る と い う の は収 ま り が悪 く ， 学問的良 心

-8ー
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を苛む 事 ま こ とに甚 だ し い 。 今 とな っ て は 自 費出版 す

る し かな く な って し ま っ た が． 果 た し て こ れ は実現 で

き る か ど う か 。

「我が人生 に悔 い はな し 」 と こ の シ リ ー ズ の 総 タ イ

ト ルが う た っ て い る 。 編集 当局 の 方 針 に逆 ら う 気 は 少

し もな い の だ が， 私の場合， 後悔 し て い る く せ に未解

決 の ま ま に し て い る 問題 は こ の 例 に と ど ま らな い の で，

も っ と 後悔 を 生産的 に止揚 す べ き で あ っ た と， こ の 期
に 及 ん で ま た ま た 後悔 し て い る 次第 で あ る 。

し か し 他方， 後悔 す る ど こ ろ か， あ れ は全 く 正 し か っ

た と 伺 度反拐 しで も思 わ ず会 心 の 笑 み が浮 か ん で く る

よ うな 運命的 決断 の 成功 例 も皆無 で はな い 。

そ の 最 た る も の は， 理 系 を出 て就職 し て い た の に 富

山 大学文学科 へ入 りな お し た こ と で あ る 。 私 が旧 制 中

学 で そ ろ そ ろ進 路 を 決 めね ばな らな く な っ た 頃 は太 平

洋戦争 の末期で， 英語 は敵 国語 で あ る が故 に 入試科 目

に 入 っ て いな か っ た 。 英語 し か好 き でな か っ た 私 が 適

性 も 能力 も 考 え ず に迷 い 込 ん で し ま っ た世 界 は味気無

い こ と こ の 上なく， そ の世 界 に埋 も れ て か け が え のな

し、 一生 を捧げ る 気 に は ど う しで もな れな か っ た 。 か く

し て 私 は 同 期生 よ り六 つ 年 上 の老 学生 と し て再出 発 し

よ う と 決心 し た の で あ る 。 お陰 で好 きな 語学で生 き る

こ と がで き た 。 人間， 好 きな 事 で生 き る の は 最 高 の幸

せ で あ る 。 そ の 上幸 運 に も 母校で教壇に立つ こ と さ え

叶 っ て， 「や っぱ り 我が人生 に悔 い はな し… か な あ 。

い や ， 正 に そ の と お り 。 悔 い が あ るな ど と言 え ば罰 が

当 た るぞ 」 と い う 内な る 声 が聞 こ え て く る 。

と こ ろ で． 私 を 育 て， 私 に 22年 の 快適な 教 師 生 活 を

送 ら せ て く れ た 母校 は， 私 の 学生時代 に 比 べ る と睦 目

す べ き 発展 を遂げ て い る 。 そ れ に も か か わ ら ず， こ の

40年間， 学部数 に増減 がな い の は本 当 に 不思議な ほ ど

で あ る 。 今後 は， と も に 「食 べ る も の 」 の 研 究 を 専 門

領域 に し， 生 き る こ と の 根幹 に 関わ る 学部 と い え る農

学部 と歯 学部 を 新設 し て， よ り完 全な 総合大 学 を 目 指

し て ほ し い も の で あ る 。 北陸 3県 の国 立大学が持 たな

い 学部な の で， 増設 の可 能性 あ り と信 ず る 。
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定年退官に際して

人 文学部 川本祭 一郎

富 山大学に 8 年間， 大過 な く 勤 め さ せ て いた だ く こ

と が で き ました の は， ひ と えに 先生方な ら びに 事 務 の

方々 の ご 懇切 な ご 指導 ご 支援 の賜 物 と 深 く 感謝 いたし

て お り ま す 。 ほ ん と うに あ り が と う ご ざ い ました 。 お

か げ さ ま で ， 富 山 県方言の臨 地 調 査 をた びた び 行 い ，

貴 重 な 資料 をた く さ ん 得 る こ と がで き ました 。

定年退官後 は， 郷里 の青森県に帰 り ， 弘 前 の寓居 で

暮 す こ とに な り ま す 。 雄大 な立 山連峰 の素晴 らし い景

観 と キト キト の魚に恵 まれた 富 山 を去 るに あた り ， こ

れ ま で お 世話に な り ました 多 く の 方々に 厚 く 御礼 申し

上 げ ま す と と もに ， 活力に満 ちた 富 山大学の ま す ま す

のご 発 展 を 心 か ら お 祈 り 申し 上 げ まし て筆 を摘 く こ と

と いたし ま す 。

定年退官を迎えるに際して

人文学部 ・ 理学部 田村 与市

富山大学に勤 務し て 以来30年 間営々 とし て勤 め て き

た 私にも ， 定 年退 官す る 日 が や っ て 来 ました。

こ の 時に あた っ て， 改 め て〈 光陰矢 の如し〉 の古 来

の諺 を 思 い浮 べ て 味わ っ て い ま す 。 長 い 年月 を 大 過 な

く 勤 務 で き ました こ と は本当に 有 り 難 く 思 っ て お り ま

す 。 お 世話に な った 多 く の 方々に ， 哀心 よ り 感 謝致

し ま す ， と 共に ， 富 山大学の 今後一層 の 発展 を お 祈 り

申し 上 げ ま す 。

報 第341号

定年退職を迎えて

教育学部 中谷 唯一

昭和24年に 富山 大学 が 創設 され ました折 ， 富 山 の 文

化元年 で あ る と 思 い ました 。 感 激 いたし ました 。 そ の

第一 期生に 入学 いたし まし て， 同 28年に 卒 業し ， 即 ，

助手 とし て 母校に勤 め さ せ て頂 き ました 。 そし て． 今

日 ま で， 通 算43年に 及 び ま す。蓮町に あ り ました 教 養

部 か ら ， 空襲 で 焼 け 残 った五福 の連隊兵舎に移転し て

い ました 教育学部 （専門教育課程） へ移行し ました の

が昭和 25年1 0月 ， 以来五福 へ通学 ・ 通勤 を続 け ました 。

人生の大半 を 通 い 過 ごした 所に な り ま す 。 狭 く い え ば

五福， 広 く い え ば， 富 山 が故郷 の よ う な も の で す 。 五

福 キャ ン パ ス へ通 う よ うに な ったと ろ植 え られた桜 ・

松 ・ 楓 ， そ の 後20年余 り も 経 っ て整備 されたメ イ ン ・

スト リ ート の ， ゆ り の き 並 木 など ， 見 事 な 太木に 成 長

し て い ま す 。 成長 の速 い 木々に と っ て も ， 20年 と い う

歳月 は， 凄 く 大切 な の だ と痛 感 さ せ られ ま す。

富山大学へ は， 年毎に ， 各分野のオ ー ソ リ テ ィ の 教

官方 が集ま っ て 来 て下 さ い ましたし 優 秀 な 学生 が 全

国各地か ら進 学し て く る よ うに な り ました 。 留学 生 の

数 も急増し て い ま す 。 40年 の 重 み を 感 じ て な り ま せん。

私 も， 大学に 入学し て初 め て 彫刻 を 教 わ り ました が，

そ の 彫刻 の 研究で人 生が一変し ました 。 奥 行 ・ 厚 み ・

第三次元 が同 時に 視れ る ように な り ました 。 つ ま り ，

対象 の把握に 当 っ て ， 三 つ の次元 を連携 さ せ て 視 る と

い う努力 を 一々 意識化し な く て も 行 っ て い る ように なっ

た こ と で す 。 これ は い く ら 感謝し で もし きれ ま せ ん 。

また ， 41年間に ， す ば らし い恩 師 の 先 生方 は じ め ，

沢 山 の 教官 ・ 事務官 の皆様， 附属学校園 の 教 官 ・ 事 務

官 の 皆様， 学外 の教職員の 皆様， 先輩 の 皆様 か ら 知 己

を頂 き， 同級生， 同窓生， 学生諸君 の知友を得ました 。

伺 物に も 勝 る宝 で あ り ま す 。 大切にした い と 思 い ま す。

富山大学 は私ど もに と り まし で か け が い の な い母 校

で あ り ， ふ る さ と で す 。 僅 か40年余 り と い う 歴史 か も

知れ ま せ ん が， 波乱に満 ちた 激動 の40年で は な か った

でしょ う か 。 大 き な 問 題 が起 こ る度に 全 学 あ げて ， 英

知 を絞 っ て対処， 解 決し て き ました 。 歴史 が浅 い が 故

に ， 総 て が初 体験 だ ったに違 い あ り ま せ ん 。 し かし ，

- 9 -
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解 決 の度に ， 大 き く 成長し て い った よ うに 思われ ま す。

それ を 支 えた の は ， 大 規模 大学 で は ， 至 難 と 思われ る

全 学 の 総力 態勢で は な い でしょ う か 。 つねに 総意 を結

集し て の対 応， 選択 ， 決断 で あ った でしょ う 。 従 っ て．

そ の 的確 さ ， 適切 さ は ． 高 く 評価 され て い く こ と と 思

い ま す 。

懐し い教養部 の 改 組， 自 己点 検 評 価 ， 大 学 院 問 題 ，

児童数 減少， 景 気 の停滞文 は後退に から む求人難， 就

職難 な ど諸問題 が 自 発 ・ 他発し て い ま す 。 改憲論 も無

気 味 で す 。 し かし そ うした 諸々 の 問題 の 中に は ， 当局

から 言われ る ま で も な く 主体 的 な 事柄 も あ り ま す 。 将

来 の命 運 を か けた 問題 も あ り ま す 。 と は い え ， 見 事l」

ク リ ヤ ーし て きた 富 山 大 学 の 過去40余 年 の実績が あ り

ま す 。 富 山 大学 の 英知 や 見識， さらに は， 夢 や哲 学 が

あ る筈 で す 。 これ から も ， 全教職員 の 皆 さ ま の変つ り

な いご 英断 ， ご 善処 を お 願 いし て や み ま せ ん 。 卒 業 生

に と っ て 母 校 は 総 て な の で す 。 ふ る さ と な の で す 。 ふ

る さ と を失 う悲哀 は 見た く あ り ま せ ん 。 限 り な い 発 展

を 祈 願す る の は ． 卒 業 生 の ひ と り ひ と り の永遠 な る 思

い な の で す 。 心から お 願 い 申し 上 げ ま す 。 私 は 4月 か

ら ， 富山大学で， 40余 年 か け て 鍛 え て頂 き ました 多 次

元視野 を 活 かし ， 無 定年の「第二の青春」 を 生 き抜 こ

う と 考 え て い ま す 。 一層 のご 指導 とご鞭提 を賜 り ま す

よ う お 願 い 申し 上 げ ま す 。 ま こ とに 有 り 難 うご ざ い ま

した 。

走りlこ走って ひたむきに

教育学部 白川 郁 子

学術の森 （富山新聞s 63） よ り 。 「 富 山 大 学に は 女

の 教授が三 人 い る 。 白 川 教授 は そ の 一 人 で あ る 。 20年

余 中高校で教師 を務 め て43年富 山大へ。 創作舞踊 を 創

造性 教育の一環 とし て 定着 さ せた 。 国際的に著名 な 創

作 舞踊 家 ・ 邦 正美氏 （ 米 ・ フ ラ ト ン 大学名誉 教 授 ・

同大 前舞踊 学部長 ・ 哲 学博士 ） に 感銘 を受 け ， 教育舞

踊 研究 の 道 へ。 学生の 発表指導 は も ち ろ ん ， 自ら も 演

じ『 創作す る 舞踊 は 人 間 の芸 術， い く つに な ろ う と そ

れ な り の方法 で 表現 で き る』 と熱 っぽ く 語 る」

報 m341号

本来人聞 は表現 体 な の で あ る 。 教育 と か芸 術 の 方法

論 は 実 際 の 行動 を通し てし か発 見 で き な い 。 公演 ・ 試

演会 ・ 教育舞踊 実験劇 場 と称 す る 発表会等 を行 っ て き

て 気がつ いたら そ こに停 年退官の 日 が あ った 。 道 な き

道 の先達を務 め て や り が い の あ る 25年間 で あ った 。

大学へ赴任した と き は大学紛争 の は じ ま り ， 25年 の

年月 を経 て 退官 の 今 日 は 大学大変 革 の渦 の 中に あ る 。

急 激に お こ る 改革 は随 所に ひ ず み を伴 う ， 「 よ き 理論

ほ ど実際的 な も の で あ るJ と い う 格言が想起 され る が，

台風 後 の 行 く 末 を 案 じ つ つ 富大の 発展 を祈 る 。

センターの窓から

教育学部 佐々 木光三

① 本当に 終わっ て み な く て は 分 か り ま せ ん が， 「我

が人生」 の三 分 のこに 及ぶ教職 の 場 を離れ る の で ， 一

応 は ほ っ と す る でしょ う 。 し かし ， これ ま で を 振 り返

り． また 教育 の 在 り 方に は 時代に即した 新し い 解 決 が

求 められ続 け る こ と を考 え る と． 少 な く と も 当 分 は 教

育 へ の 関心 を 持 ち続 け る こ とに な る の だろ う と 思 い ま

す 。 40年 の キ ャ リ ア の最後に ， 6 年半 も 大学 の 実 践 セ

ン タ ー で過ごし 得たし あわ せに 感謝し て い ま す 。

② 改組の結果， 4 年一貫 教育が研究 と 教育 の新し い

バ ラ ンスに 貢献す る も の と信 じ ． 成 功 を衷 心 から 念 願

し て い ま す 。 あ え て希望 を と い え ば， 学内に お け る 教

育学部 の特性． 教員養成が大学 の学部で行われ る 所 以

を 全学 の 諸賢 が充分に 認識 され ， 改革及 び制度 整 備に

際し て 相 応 の 配 慮 と 協力 を お 願 いした い 。 新生富 山 大

学 のユニ ーク さ の 少 な く と も 一端 が， や がて こ の 点に

お い て も 発揮 され る こ とに な る と 考 え る から で す 。

nU
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結品の完全さを追って

理学部 杉 田 吉 充

全 く 思 い も か け な い 縁 で 富 山 へ来て， 私 の 研究 生 活

の 3 分 のlに当 る 期 聞 を 自 由間違 な雰囲気 の 中 で 過 ご

す こ と がで き ， 大変幸運だ っ た と 思 い ま す 。 結晶 がど

の 程度完 全 な も の で あ る か を測 定 す る 方法 を飯 田 敏 先

生 や 学生達 と 共に 研究 し ， ぺ ン デ ル縞法 を 発 展 さ せ る

こ と が で き た こ と は 忘れ 難 い 思 い 出 と し て 残 る こ と で

しょ う 。

私が蒙昧 で あ っ た た め か， 或 い は 定年間近 で あ っ た

た め か， 寄与 す る こ と は 少 な か っ た の で す が， 教 育 改

革 は急速に進 ん で， 新 し い 時代 の 夜 明 け を 感 じ ま す 。

多く の 教職員 の 方々 の 並々 な らぬ 努力に敬 意 を 表 し ま

す 。 こ の 際， 私 は新進 気鋭 の 若 人に バト ン タ ッチ し て，

老兵 は 去 る の み と い っ た 心境 で す 。

長 い 間 お 世話に な り ま し た 。 心か ら 感謝 い た し ま す。

富 山 と 私

工学部 松本 幸 生

富 山 で の 8 年 間 の生活が終 ろう と し て い る の で す が

な か な かに離れ 難 い 気分に さ せ られ る も の の一つに メ

タ セ コ イ ア が あ る の で す 。 以前 か ら 何 故 か「街 路樹」

に興 味 が あ り， 訪れ た町 の あ ち こ ち を歩 い て 木々 の 姿

を眺 め る こ と も 仕事 の 一 つに な っ た の で す が， 富 山 の

場合， 他 で は 見 られ な い 程 の高 さ で あ り な が ら それ で

い て繊細 な 感 じ の メ タ セ コ イ ア が一度 で 気に 入 っ て し

ま い ま し た 。 それ は 伺 故， と 調べ た 資料に 別名 「水杉 」

と 記 され て い て そ の謎 が一気に 解 け た よ うに 思い ま す。

四季 を 通 し て絶え る こ と の な い立 山連峰 の伏 流水が こ

の 豊 か で さ り げ な い 美 し さ を 育 て て い る の で しょ う 。

い ま 学報 の号 外「 富 山大学に お け る 教育改革に つ い

て 」 が届 い た折 ． これ ま でに ま と め られ た 皆様 の ご苦

報 第341号

労 と これ を 実 行 され る 皆様 の ご苦労が痛 い 程伝 わ っ て

来 る の で す が， 富 山大学で し か生 み 出 す こ と の で き な

い豊 か な 成果 と それに素敵 な 出会 い が こ こ に は き っ と

あ る， と固 く 信じ て い る の で す 。

定年退職にあたって

工学部 森 慶二

工学研究科博士課程 の設置準備， 大学教育改革， 自

己点検評価， 社会 と の 連携 推進 イ ベ ン ト， 建 物 新 営…

目 まぐ る し く ， 平成 4 年度が過 ぎ去 ろ う と し て い ま す。

新制大学 と し て 発 足 ま も な い 昭和26年 9月当 時奥 田

に あ っ た 会計課に 採用 され ， 以来大学の 充実発展 を 面

の当 た り にし い さ さ か な り と も 寄与で き た こ とに 自

負心を覚 え つ つ も， 今 は ほ っ と す る 気持 と寂 しい も の

があ り ま す 。

42年余 の 聞に， 経理部， 学生部， 文理学部， 経 済 学

部， 工学部， 附属図書館 （ 配 置 の 順 が 異 な り ま す が ）

に勤 務 し， そ の 時 そ の 時大 変 な 思 い を し な が ら や っ て

き た 仕事 も 今 と なれ ば楽 し い 思 い でに な り ま す が， と

り わ け 工学部の敷 地買収 の た め土 地 の古老 と 夜 を徹 し

て話 合 い し た こ と が懐 か し く 思 い起 こ され ま す。

学制改革で旧 制中 学 か ら 新制高校に移籍 卒業後， 発

足 ま も な い 大 学 に 就職 し， 退職す る 年 に 大学に お け る

最大の 改革 （規模 及 び 内容に お い て ） が行われ， 伺 か

歴史的 な も の を 感じ て お り ま す 。

最後に な り ま し た が， よ き 先輩 ， よ き同僚に 回 り 合

え た こ と を 感謝 し て お り ま す 。

’EA
 

’EA
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行政職の一員としての日々

工学部 森 田美 喜子

か つ て 大学紛争 の混 乱が続く 職場で 「教育職で な い

我々 事務 は ， 行政職 と し て の誇 り を も っ て そ の 責 任 を

果 そ う で は な い か 。 」 と呼 び か けた 人 が お り ま した 。

それ か ら ， 数 な らぬ未熟 な 自 分 な りに そ の 自 覚 の も と

富大職員 と し て の誇 り を秘に 持 っ て， 心 し て今 日に 至 っ

た よ うに 思 い ま す。

また 忘れ 難 い風景 と し て ， 去 る 年， キャ ン パ スに桜

が 一斉に咲 き 競 い ， や がて風に誘われ て ， 舞台 のフ ィ

ナ ーレ さ な が ら 花吹雪 ・ 花渦 と な っ て と め ど なく散 り

敷 いた 様が自に 焼 き 付 い て お り ま す。

こ の 間， 数 多く の 出 会 い の 中 で頂 いた ご 指 導を これ

か ら の 財産 と し て， 人情の 厚 さ と 友情 の 確か さ を胸に

だ き と め ， 富 大 を 去 り ま す 。 有 り 難 う ご ざ い ま した 。

四季折々に美 し い こ の キャ ン パ ス で ， 各々 の 仕 事に

誇 り と働 き が い を 持 つ 人 の 和に よ り ， 富大が益々 発 展

され ん こ と を 。

退くに際し て

教養部 大谷 重彦

昭和30年文理学部非常勤講 師に 採用 され ド イ ツ 語 を

教 え て 以来， 38年 が 経 ち ま した 。 今 ま で の 人 生 の 半 分

を 何 と か過せた の は ， 大度 あ る 富 山 大 学 の お蔭 と 感銘

を 新たに し て お り ま す 。 こ の 間， 公私共に お 世話に な

り ま し た皆様に は お礼 の 言葉 も あ り ま せ ん 。 4 月 か ら

暫く は 非常勤講 師 と し て お手伝 さ せて頂く こ とに な り

ま す の で， 又 お 目に か か る 機会 も あ る か と存 じ ま す 。

非 常勤に 始 ま り 非常勤に 終わ る こ とに 何 か秘 か な満 足

を 覚 え て お り ま す 。

本学の前途 は な お 多 難 で あ ろ う と愚 考 し ま す 。 教 養

部 廃止 を伴 う 教育改 革 は ま だ そ の 緒に つ いた ば か り で

報 第341号

あ り ま す 。 各学部の皆様に は ， 更に 大臓に 学部 の改 廃

統合を も 含 む全学的再生 を お 考 え下 さ い ま す よ う ， 最

後 の 教養部長 と し て お願 い致 し ま し て ， お 別れ致 し ま

す 。

開 始 寸前

教養部 飯 森 米蔵

富山大学教養部在職21年， 前任校の新潟大学 2 1 年 と

合わ せ て42年 の 大 学 で の 生 活 が 終わ る 。 そ の 間 毎 年 ，

新入生を迎 え て ， ド イ ツ 語教師 と し て， 7 ー ベ ー ツェ ー

か ら 始 ま った 4 月 。 し か し ， こ の 4 月 か ら は…… 今 ま

で と は ち が った 新 し い 日々 が始 ま る 。 「昼 と 夜 こ も ご

も あ り て 夜昼 と なく つ も りた る雪 解 け は じ むJ . これ

は 私 の 今年 の 新年賀歌， }JI］に 定年 を 意識 し て の 作 で は

な い が， 私 の 心情 を お の ず か ら反映 し て い る で あ ろ う 。

そ し て， 雪 が解 けれ ば， 「雪 の下に土 を 見 い だす希望」

（ハイ ン ツ ・ ピオ ン テク『雪 の下 の土J ） が あ る 。 何

か を な す 力 が ま だ あ る 限 り ， 何 で も 始 め る こ と が で き

る 。 退 官 を 目 前に した 今， 一 つ のこ と を 全 う し て 終わ

る と い う よ り は ， 私に と っ て 開始寸 前 な の で あ る 。

大学改 革， 大学 の新体制を 目 指 し て ， 全 学 の転 換 ，

充実 を 図 ろ う と し て い る 富 山 大学 も ま さに 開 始寸 前 。

し か し 私 は ， 旧 人 は去 る べ し 。 も は や 語 る こ と な く ，

た だ 願 い ， 見守 る ばか り で あ る 。 い ずれに せ よ ， す べ

て は こ の 4 月 か ら で あ る 。

大学の自治と 富山大学の発展を

教養部 藤井 昭二

1954年か ら 39年 間好 き な こ と を さ せ て戴 いた こ と を

感謝 し ま す 。 私 は 自 分 の意志で勝手 な 事 がで きた と 自

惚れ て ま した が， 孫悟空 が お釈迦 さ ん の 手 の 平 で 暴れ

円ノ一日1i
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停年退職を迎えるにあたってて いた の と 同称 ， 大学 の 自治 の中 で の 行動 で した 。

大 学 の庇護 が な く な った時 ， 何 が で き る の か正 念 場

で しょ う 。 先輩 の 努 力 で獲 得 された 大学 の 自治 。 世 の

中 で大学の 様 な 機関 の あ る こ と は有 り 難 い こ と で， 自

治 の 伝 統 を守 る の は も ち ろ ん 。 伝 統 を 発 展 さ す よ う頑

張 っ て いた だ きた い 。

1 968 ・ 69年 の大学紛争 は 何だ った の で しょ う 。 多 く

の 若者が傷つ い て 学 園 を 去 っ て い き ま した 。

教養部が廃止に な り ． 一般教育 が全学 の責任で 行 な

われ る こ とに な り ま した 。 一般教育が風 化 し な い よ う

運 営 され る こ と を希望 し ま す 。

今度 の 改革 で修士課程の講 座 が ずら り と並びま した 。

博士課程の講 座 が並ぶ日 も遠 く な い で しょ う 。 そ の日

の 一日 も早 い こ と を 楽 し みに し て い ま す 。

定年退職を迎えて

教養部 高尾 貢

研究， 学 問 の 場 で ， エ ネル ギー溢れ る先生方 ・ 学生

達 と 共に 毎日 を 過ご せ る と い う恵 まれた雰囲気の職 場

に勤 め る こ と が で き ， こ の度 ， 無 事に 定年退職 を 迎え

られ る 事 は， 本 当に 幸 せ で あ った と 思 っ て い ま す 。 思

い お こ せ ば， 昭和42年富 山大学教養部が発足時に勤 務

を 始 め ， 偶然、に もそ の 廃止時に 定年退職 を 迎 る 事に な

り ま した 。 そ の 間学園紛争 の 波 が 当 大学に も 押 し 寄せ，

旧 附属学校校舎 で執 務 を した こ と も あ り ま した。 当時

は大学の機能が失 われた 当時 の毎日 が混乱の日々 を送 っ

た こ と は， 今 で も胸 の 痛 む 思 い で思 い出 し ます 。 富 山

大学を 去 っ て 行 く 私 で す が， 今日迄 力不 足 の私 を 優 し

く 支え て 下 さ った 皆様方に 深 く 感 謝 の 念 で 一 杯 で す 。

有 り 難 うご ざ い ま した 。 こ の 四 月 から は時 代 の 流に即

応 した 新 し い 富 山大 学 が 出 発 し ま す 。 益々 の 御躍進 を

お干庁 り いた し ま す 。

報 第341号

教養部 浜井 幸作

昭和42年， 富山 大学教養部が発足 し ， 私 は 採 用 され

ま した 。 今日 富 山 大学発足以来 の最大 の 教育改革に よ

り 教養部が廃止 され ま す 。 私に と っ て は教養部の誕生

よ り ， 引 退 ま で 全 て を 見 るこ とに な り ま した 。 顧 み ま

す と ， 一番 心に 残 る 出来事 と 思え る の は や は り 昭和 43

年頃 の ， 富 山大学 が学生運動 の嵐 の ま った だ 中に あ っ

た時 の こ と で す 。 毎日 が戦 場 みた い な も の で した 。 現

在 の 富 山 大 学 は平和そ の も の で す 。 こ の状 態 が い つ ま

で も続 く こ と を 祈 っ て お り ま す 。

また ， 私 の 業務 内 容 は， 教 養部 の 環境整備 が 主 で あ

り ま す 。 2 年前 よ り ， 構 内環境美化運動 と し てO の 付

く 日に 全学 の 作業員が一体 と な っ て 合 同作業 を す る 事

に な り ま した 。 休 け い時 間に は お互 い の 知識等 の 意 見

交換が で き ま した 。 そ の結 果， 樹 木 の雪吊 り等 の 環 境

美化に つ い て は ， 誰に みられ で も恥 か し く な い で き ば

えに なった と 思 い ま す 。

教育改革 と 同 様， 業務改革 と いえ る と 思 い ま す 。

最後に な り ま す が今日 ， 私 が円満 な停 年退職 を 迎え

られ る こ と は ， 一重に ， 皆様方 の暖 か いご 厚情 並 びに

ご 指導のた ま も の と 深 く 感謝 し て お り ま す 。

皆様方 のご 健康 とそれに伴 い ま すご 活躍に よ り 富 山

大学が益々 発展す る よ う 心から お 祈 り 申 し 上 げ ま す 。

円4U1i
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異動区分 発令 年月 日 氏 名

昇 任 5 .  3 .  1 内藤 亮 一

II 市川 文彦

II 野口 宗憲

II 阿 部 幸隆

II 横畑 泰 志

，， 宮内 伸 子

II 早川英治郎

退 職 5 .  2 .  20 柴 田 紀 子

，， 堀井 雅恵

5. 2 .  24 林 敏和

，， 中村 繁之

II 高越 義一

，， 杉森真希 子

5 .  2 .  27 多胡 久

II 西野 英克

II 山本憲一郎

II 漫井 康広
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異動前の 所 属 官 職

講 師 （教育学部）

，， ，，， 

，， （理学部）

助 手 （

講 師 （教養部）

II ( II ) 

II ( II ) 

事務補佐 員 （附属図書館）

II ，， 

II ，，，， 

，， II 

II ，， 

，， ノノ

技術補佐 員 （経理部主計課）

〆ノ ，， 

II ，， 

，， II 

第341号

異 動 内 :g 

助教授 （教育学部）

，， ，，，， 

II （理学部）

，， ( II ) 

，， （教養部）

II ( II ) 

ノノ ( II ) 

平成 5 年 2 月 19 日 限 り 退職 し た

II 

平成 5 年 2 月 23 日 限 り 退職 し た

，， 

，， 

II 

平成 5 年 2 月 26 日 限 り 退職 し た

，， 

II 

，， 
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ミ』 ミ』
平成5年度 文部省在外研究員派遣者の決定

主たる滞在弛及び当該
種 類 所 属 職 名 氏 名 湾初出の属する国名並 調 査 研 究 題 目

びに派遣先の機関名

ア ン ア ー パ ー
理 学 部 教 授 東川 和夫 （ ア メ リ カ 合衆国） 不変計量に よ る 複素解析

ミ シ ガ ン 大 学
長期 （甲 ）

ア ム ハ ー ス ト
経済学部 教 授 佐 藤 良 一 （ ア メ リ カ 合衆国） 経済動学理論の研究

マサチューセッツ大学

レ キ シ ン ト ン
教 養 部 教 授 森田 弘之 （ ア メ リ カ 合衆国） 生理活性 化合物の合成的研究

ケ ン タ ッ キ 一大学
短 期

デ lレ フ ト
通信 用変成器， パ ル ス 変成器，

工 学 部 教 授 西塚 典 生 （オ ラ ン ダ ）
デルフ ト 工科大学 分布定数回路に関する調査研究

ボ ル チ モ ア C-fps/fes プロ トオ ン コ ジ ー ン若手教官 工 学 部 助 手 佐 山三千雄 （ ア メ リ カ 合衆国）
メリーランド州立大学 に関す る 研究

平成5年度 文部省内地研究員の決定

所 属 職 名 氏 名 受 入 機 関 研 究 題 目

教養部 教 授 大 薮 龍 介 九 州 大 学 自 由民主主義理論の研究

工学部 助 手 米 山 嘉 治 大 阪 大 学 石炭 の化学構造に関す る 研究

平成5年度 国際研究集会派遣研究員の決定

所 属 職 名 氏 名 研 究 集 会 名 開 催 期 間

5 .  9 .  28 
工学部 講 師 平 津 良 男 第 4 回低温域熱工学国際シ ン ポ ジウ ム

5 .  10. 1 

第341号

派 遣 期 間

5 .  10. 1 

6 .  7 .  31 

5 .  8 .  25 

6. 6 .  24 

5 .  7 .  1 

5 .  8 .  31 

5 .  7 .  15 

5 .  9 .  14 

5 .  8 .  25 

6 .  6. 24 

研 究 期 間

5 .  9 .  1 

6 .  2 .  28 

5 .  5. 6 

6. 3 .  4 

開 催 地

オ タ ワ
（ カ ナ ダ）
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平成4年度第6国事務組織等検討委員会（1月6日）

（議 題）

(1) 大学教育改善 に 係 る 事務組織 等 に つ い て

(2) そ の 他

平成4年度第3回国際交流委員会(1月14日）

〈審議事項）

(1) 平成 5 年度富山大学 国際交流事業基金 各種事業

募集要項 （案 ） に つ い て

(2) 富 山大学留学生指導相談室規則 （ 案 ） に つ い て

( 3) 富 山 大学国際交流委員会規則等 の 一部改正 に つ

い て

( 4) マ レ ー シ ア 国 マ レ ー シ ア 工科大学 と の 学術交 流

協定 に つ い て

平成4年度第3回教育改革整備委員会（1月18日）

（議 題）

(1) 各専門委員 会 の 進捗 状況 に つ い て

(2) 4 年一貫 教 育 に伴 う 教 育 目 標 の 策 定 に つ い て

(3) 富 山大学学 則 の 一部改正 に つ い て

( 4) そ の 他

平成4年度第10回事務協議会（1月19日）

（議 題）

(1) 平成 5 年度予算政府原案 の 内示概 要 に つ い て

(2) 大学教育改善 に 係 る 事務組織 に つ い て

( 3) そ の 他

平成4年度第8回新教育課程実施委員会（1月19日）

（議 題）

(1) 新教育課程 の 編 成 に つ い て

(2) そ の 他

平成4年度第3回学寮補導委員会（1月19日）

（審議事項）

(1) 学寮 補導委員 会規則改正 （ 案 ） に つ い て

(2) そ の 他

平成4年度第2団施設整備委員会 (1月20日）

（議 題）

(1) 教育改革 に伴 う 施設整備計画 に つ い て

(2) そ の 他

平成4年度第7回補導協議会（1月21日）

（審議事項）

(1) 学生証 に つ い て

(2) 学生会館規則の 一部改正 に つ い て

(3) そ の 他

平成4年度第4回授業料等減免選考委員会（1月21日）

（議 題）

(1) 授業料等減免選考委員会規則 の一 部改正 に つ い

て

(2) そ の 他

平成4年度第6回入学試験実施委員会(1月21日）

（審議事項）

( 1) 専門委員会委員 に つ い て

(2) 平成 5 年度富山大学入学者選抜学力検査実施 要

項 （案 ） 等 に つ い て

( 3) 平成 5 年度富山大学入学者選抜学力検査試験 場

の 実施体制 に つ い て

は） 平成 5 年度富山大学入学試験業務予定 に つ い て

平成4年度第6回入学試験委員会（1月21日）

（審議事項）

(1) 平成 5 年度富山 大学入学者選抜学力 検査実施 要

項 （案 ） 等に つ いて

(2) 合格発表時 に お け る 高等学校名 の 公表 に つ い て

平成4年度第12回評議会（1月22日）

（審議事項）

( 1) 富山大学学 則 の 一部改正 に つ い て

(2) 4 年一貫 教 育 に伴 う 富 山大学の教育 目 標 に つ い

て

(3) 富 山 大学留学生指導相談室規 則 の 一部改正 に つ
い て

(4) 学術交流協定 の締結 に つ い て

(5) 教育学部中 学校教員養成課程 の 第 2 次試験 実 施

方式 の 変更 に つ い て
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(6) そ の 他

....... 弓ニ

平成4年度第6国情報処理セ ンター運営委員会(1月 26 日）

（審議事項）

(1) 富 山 大 学情報処 理 セ ン タ一 規 則 の 一部改正に つ

い て

(2） そ の 他

平成4年度第5回放射性同位元素総合実験室運営委員

会(1月28日）

（議 題）

(1) 平 成 5 年度一般設備 費要求 書 の 提 出に つ い て

(2) 放射性同位元素 総合実験室放射線障害 予防 規 則

の 改 正に つ い て

( 3) そ の 他

平成4年度第3回保健管理セ ン ター運営委員会

( 1月28 日）

（審議事項）

(1) 富 山大学保健管理 セ ン タ 一 規 則 の 一部改正に つ

い て

(2) そ の 他

平成4年度第7回附属図書館商議会（1月28日）

（審議事項）

(1) 図 書購 入 費 の追 加予算に つ い て

(2) 図書館 の土 曜 日 開館に つ い て

(3) 附属 図書館商議会規則等 の 一部改正に つ い て

(4) 専用 電子計算機 の更 新に つ い て

(5) 光ファ イ リ ン グ シ ス テ ム の 要求に つ い て

( 6) そ の 他

平成4年度第13回評議会（臨時） ( 1月29日）

（議 題）

(1) 当 面 の 諸問 題に つ い て

(2) そ の 他

平成4年度第14回評議会（臨時） ( 2月 1日）

（議 題）

(1) 現状に つ い て

(2) そ の 他

平成4年度第8回補導協議会（2月 1 日）

報
（審議事項）

(1) 学生証に つ い て

(2) 合格者名簿貸 出しに つ い て の 申 入 れ書に つ い て

第341号

平成4年度第3回教務委員会（2月 2 日）

（審議事項）

(1) 平 成 5 年度非常勤 講師 の 任用 計画に つ い て

(2) 富 山 大学教務委員会規 則 の 改正に つ い て

(3) そ の 他

平成4年度第9回新教育謀程実施委員会（2月 2 日）

（議 題）

(1) 新教育課程 の編成に つ い て

(2) そ の 他

平成4年度第7回入学試験実施委員会（2月 4 日）

（審議事項）

(1) 専門委員会委員に つい て

(2) 平成 5 年度富 山大学入学者選抜試験 の 検 査場に

つ い て

平成4年度第7回入学試験委員会（2月 4日）

（審議事項）

(1) 平成 5 年度富山大学入学者選抜試験 の 検 査場に

つ い て

(2) 合格発表時に お け る 高等学校名 の 公表に つ い て

平成4年度第4回教育改革整備委員会（2月5日）

（議 題〉

(1) 各専門委員会の進捗 状 況に つ い て

(2) 教務委員会規則等基幹 的規定 の 制定 ・ 改廃に つ

い て

( 3) 学 生 へ の 広報に つ い て

は） そ の 他

平成4年度第4回公開講座委員会（2月 5日）

（議 題）

(1) 平成 5 年度公 開講座 の 実施計画に つ い て

(2) そ の 他

平成4年度第9回補導協議会（2月 9 日）

（審議事項）

円l旬EA



平成5年5月発行

(1) 学生5 団体から の 要求 書に つ い て

(2) そ の 他

� ザ・

平成4年度第15回評議会（2月1 2日）

〈審議事項）

(1) 富山大学大学院学則 の一部改正に つ い て

(2) 富山大学学則 の 一部 改正に つ い て （継続）

(3) 4 年一貫 教育に伴 う富山大学 の 教育 目 標に つ い

て （継 続 ）

( 4) 教 養部教官 の 移 行時 期等に つ い て

(5) 教官 の 休職に つ い て

(6 ) 補導協議会 か ら の 要請に つ い て

( 7) そ の 他

平成4年度第5回大学院委員会（2月1 2日）

（審議事項）

(1) 富山大学大学院学 則 の 一部改正に つ い て

(2) 平成5 年度富 山大学大学院人文科学研究科 （ 修

士課程） 入学試験合格者の判定に つ い て

(3) 平成5 年度富 山大学大学院理学研究科 （ 修 士 課

程） 及 び工 学研究科 （ 修士課程） 第 2 次 入 学 試験

合格者の判定に つ い て

( 4) そ の 他

平成4年度第3回低温液化室運営委員会（2月1 2日）

（議 題）

(1) 平成5 年度一般設備 費 の 要求に つ い て

(2) 低温液 化室運営委員会規 則 の 改正 （ 案 ） に つ い

て

(3) 次期室長 の 選 出に つ い て

( 4) そ の 他

平成4年度第5回教育改革整備委員会（2月19日）

〈議 題）

(1) 各専門委員 会 の進捗 状況に つ い て

(2) 教養教育委 員 会 等 の 制定に つ い て

(3) そ の 他

平成4年度第5回公開講座委員会（2月19日）

（議 題）

(1) 平成5 年度 公 開講座 の 実施計画に つ い て

(2) そ の 他

報 第341号

教務委員会及び補導協議会の合同委員会（2月2 2日）

（審議事項）

(1) 富山大学学生部長選考 基準に 基づ く 次 期学生部

長候補適任者の 選定に つ い て

平成4年度第8回附属図書館商議会（2月23日）

（審議事項）

(1) 土 曜 日 開 館に伴 う 書庫 の利 用に つ い て

(2) 平成6 年度概算要求に つ い て

(3) 附属図書館利 用 規則 及 び 同利 用 内規 の 一部改 正

につ い て

(4) 附属図書館オ ン ラ イ ン 情報検索利 用 内 規 の 制定

に つ い て

(5) 附属図書館 自 己点検評価委 員 会 の 一部改正に つ

い て

(6 ) そ の 他

平成4年度第16回評議会（臨時） ( 2 月 26 日 ）

（審議事項）

(1) 富山大学教養教育委員会規則 及 び同委員会 内 規

の 制定に つ い て

(2) 富山大学に お け る 教養科 目 及 び共通基礎科 目履

修規則 の 制定に つ い て

(3) 富山大学人文学部規 則 の一 部改正に つ い て

( 4) 富山大学教育学部規則 の 一部 改正に つ い て

(5) 富山大学理学部規則 の一部改正に つ い て

(6 ) 富山大学教養部規則 の 廃止に つ い て

( 7) 富山大学 の 教育改革に伴 う 関係規則 の 整備に 関

す る 規則 の 制定に つ い て

(8) 富山大学補導協議会規則 の 一部改正に つ い て

( 9) 富山大学学部補導委員会規則 の 一部改正に つ い

て

仰 富山大学授業料 等減免選考委員会規則 の 一 部 改

正に つ い て

un 富山大学学寮 規則 の 一部改正に つ い て

U2l 富山大学学寮 補導委員会規則 の一部改正に つ い
て

間 富山大学文化部会規 則 の 廃止に つ い て

仙 富山大学体育部会規 則 の 廃止に つ い て

四 富山大学学生守 則 の 一部改正に つ い て

U6l 富山大学学生会館規 則 の 一部改正に つ い て

間 富山大学学生会館運営委員会規則 の 廃止に つ い

て
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つ い て

側 再入 学 に つ い て

四） 学生の 除籍 に つ い て

凶 教養 部教官の 移行時期等 に つ い て （継続 ）

悶 そ の 他

(3) 学 生 の 教室使用基準 に つ い て

(4) 日 本育英会奨 学生 の推薦基準 に つ い て

(5) 第38回大学祭 に つ い て

(6) そ の 他

08) 富 山大学学生会館運営学生委員会規程 の 廃止 に

平成4年度第10回補導協議会（ 2 月 26 日 ）

（審議事項）

( 1) 平成 5 年度入学生行事 日程 に つ い て

(2) 学生 5団体 か ら の 要求書 に つ い て

平成4年度第 1回留学生指導相談室運営委員会

( 2 月 26 日 ）

（議 題〉

(1) 富 山大学留学生指導相談室長候補者の推薦 に つ

い て

⑨⑨＠＠ 

0附属図書館の土曜日開館について

平成 4 年 5 月 か ら ， 土 曜 日 を 閉館 とし て い まし た が， 附属 図 書 館 で は ， 土 曜 日 開 館 を 下

記 の と お り 実施し ま す の で， ご利 用 下さ い 。

�c 

1 . 実施期 日

平成 5 年度 か ら 年聞 を 通じ て 実施し ま す が， 春季 ・ 夏季 ・ 冬季 等 の 学 生 休 業 期 間 中 の

土 曜 日 は 休 館し ま す 。

2. 開館場所

附 属図書館本館， 工学専門図書室

3 . 開館時間

附属図書館本館， 工学専門図書室 と も ， 12時30分か ら 16時15分 ま で

4 . 利 用 範囲

開架 図書の閲 覧 ・ 貸 出， 書庫 内 図 書 の閲 覧 （職員の みれ返却 ， 検索

GU
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国際学術研究「アフ リ カにおける食糧生産とその社会経済的背景

に関する研究」の開始

1992年度 か ら， 文 部 省科学 研究費国際学 術研 究 （学

術調査） の 補助金 を 得 て， 「 アフ リ カに お け る食 糧 生

産 と そ の 社会経済的背景に 関す る 研究」 の研究 プ ロ ジェ

ク ト が始 ま っ た 。 現在 の と こ ろ 研究 メ ン バ ー は 5 名 で，

内 4 名 は圏 内 の 研究者． 他 の 1 名 は タ ン ザ ニ ア の ソ コ

イネ 大学 の教授で あ る 。 本年( 1993年 ） か ら は， 人 文

学 部 の 赤阪賢 教授に 加 わ っ て い た だ く こ とに な り， い

よ い よ 本格的 な研究調査体制がで き あ が る こ とに な る 。

研究計画 で は， 1992年， 1993年， 1994年 の 3 年 間に わ

た り ， そ れぞ れ 3 名 な いし 4 名 の 研究者を アフ リ カに

派遣し， アフ リ カ の食 糧生産 の現状 と 問題点， そ の 改

良 可能性等を探 る こ と と な る 。

こ の 研究 プ ロ ジェ ク ト の 特 色 は， アフ リ カ の食 糧 生

産 を農耕技術 とし て の側面 と， 社会構造， 経済構造 と

し て の側面 の両 方 か ら 分析し よ う と す る と こ ろに あ る 。

アフ リ カ 諸国 は， 独立以 降し ばし ば飢餓 や食 糧不足に

み ま わ れ て き た 。 こ の傾向 は 1990年代に 入 っ て も おさ

ま ら ず， むし ろ増 加 す る傾向に あ る 。 飢餓 や食 糧 不 足

は， そ の 時々 にマ ス コ ミ の話 題 と な り， 多 く の 人々 の

関心を集 め て き た が， 常に 一時的関心し か呼 ば ず， 長

期 的 な学 問的研究か ら は取 り 残さ れ る傾向に あ っ た。

ひ と つに は． こ うし た 問 題 は， 飢餓 や食 糧不足 を， 自

然環境 や政治 経済 的異 変に 由来す る， 突 発的 で 一 時 的

な 問 題だ と と ら え る， と ら え方そ の も のに も 原因があ っ

た よ うに思 え る 。

こ の 研究で は， 飢餓 や食 糧不足を短期 的 で突 発 的 な

も の と は と ら え な い 。 そ う で は な く て， アフ リ カ の 自

給 的農 業 が も っ て い る食 糧生産構造 上 の 問 題 とし て と

ら え， し た が っ て， 長期 的 で 改良 可能 な 問題 とし て と

ら え て い る 。 た と え ば， こ の 研究で， 「飢餓 」 と い う

言葉 を用 い る こ とよ り は， 「食 糧不足」 と い う言葉 を

用 い る よ うにし て い る の は， 「飢餓」 と い う 言葉 そ の
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も の が， 短期 的 で突 発的 な危 機状況 そ の も の を 意 味 す

る こ とに な り が ち だ か ら で あ る 。 「飢餓 」 で あ れ ば，

一時的 な食 糧援 助 をし て， さし あ た っ て 「餓死 者」 が

で な け れ ば， 問 題 は解決さ れ た か の よ うに， み なさ れ

かね な い 。 と こ ろ が実際に は， 「飢餓 」 や「餓死 者」

が一時的に い な く な っ た とし て も， 食 糧不足 は 依 然 と

し て続 い て い る の で あ り， ちょ っ とし た 天 候 の異 変 が

あ れ ば， そ れ が た だ ちに 顕在化し て く る こ とに な る 。

問題 は， 突 発的 は 「飢餓J で は な く 「食 糧生 産 構 造 」

そ の も のに あ り， 「食 糧不足」 を繰 り返し うみ だ す 社

会的， 経済的， 技術的構造 な の で あ る 。

食 糧生産 構造 を 問題 とし た 場 合に は， 大 き な枠組み

か ら の視点 と， 実態に即し た 小さ な 地域か ら の 視 点 の

両 方が必要 と な る 。 政治学 的， 経済学 的 分析 は， ど う

し て も 前者の視点に偏 り が ち だし， 分析 の中心 もナ ショ

ナル ・ レ ベ ル， もし く は イ ン ターナ ショナノレ ・ レ ベ ル

で の 分析に お か れ る 。 こ うし た 分析 は， アフ リ カ の食

糧生産 が大規模 な 世界 シ ス テ ム と の 関連 の 中 で起 き て

い る こ と を示し， ま た 一 国 の 政治 経済状況 の 変動 の 中

で起 き て き て い る こ と を示 す が， 具体的 な 地域社会 が

ど のよ うに食 糧不足に 対応し， ど の よ うに存 続し 続 け

て き て い る の か と い う こ とに つ い て は， 不明 の ま ま で

あ る 。

い っぽ う， 文 化人類学 の視 点 は， ど うし て も 後 者 の

視点に偏 り が ちに な る 。 分析 の 中心 も リ ー ジョナlレ ・
レ ベ Jレ， コ ミ ュ ニ テ ィ ・ レ ベ ル の 分析に お か れ る 。 食

糧生産が ど の よ うに 行 わ れ， 食糧 不足 が ど の よ うに 起

こ る の か， ど の よ う な 家族 が餓死に 直面し， ど の よ う

にし て そ れ を克服し よ う とし て い る の か， 具体的 な 問

題発生の メ カニズ ム を探求 す る こ と がで き る 。 た だ そ

の いっぽ う で， 対象 社会を外界か ら 切 り離し た存在 と

し て と ら え が ちに な る 。 し かし 現代 で は， い か な る 社
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会 も ， 「孤立し た 社会」 とし て取 り 扱 う こ と は 不 可 能

で あ る 。 多 か れ す く な か れ， あ ら ゆ る 社会 は ， よ り 大

き な 世界 と 結 びつ い て お り ， そ の 影響 を受 け て い る 。

特に ， 食 糧生産構造に 関し て は， 世界経済 の 直 接 的 影

響 を受 け て い る と い え る だ ろ う 。 し かし ， コ ミ ュ ニ テ ィ

・ レ ベ ル か ら の視点だ け で は， こ うし た 世界経済 と の

結 び つ き は な か な か見 え て こ な い 。

こ の 研究 は こ うし た ふ た つ の 視点 を ， い かに 組み 合

わ せ て い く か と い う と こ ろに 力 点 が お か れて い る 。 研

究 チ ー ム の メ ン バ ー は， い ず れ も 経済学者で あ り ， 農

学者 で あ り ， 文化人類学者で あ る わ け だ が， そ れぞ れ

の 個 別 の 研究成果を統合す る の で は な し 各研究 者 が

ふ た つ の 視点 を 内在 化し て ， 調 査 を 行 う こ とにし て い

る 。 し た が っ て ， た と え経済学者で あ れ， コ ミ ュ ニ テ ィ

・ レ ベ ル で の 調査地域を設定し ， そ こに 住み 込 ん で 調

査 を 行 う こ とに な っ て い る 。

さ て， こ の 研究計画で 当 初予定し て い た調査対 象 国

は， 赤道 ア フ リ カ の 国々 の 中 で も ， 東 ア フ リ カ の タ ン

ザ ニ ア 共和 国 と 中 央 ア フ リ カ の ザ イ ー ル共和 国 の 2 カ

国 で あ っ た 。 と こ ろ が， 1991年秋， 現 モ ブ ツ 政 権に 対

し て大規模 な 暴動が起 き た 。 数百人規模 で死 者 と 負 傷

者 が 出 た 。 在 留邦人 も 全 員が ザ イ ー ル河 を わ た っ て ，

隣国 コ ン ゴ人民共和国に 避難し た 。 以来， ザ イ ー ル の

国情 は不安定で， 内 紛 が続 い て い る 。 研究の 方 も ， 国

が安定す る ま で は 、 し ば ら く の 間 中 断 せ ざ る を え な く

な っ た 。 私 自 身に と っ て は， 1978年以来 す でに 8 回 の

海外学術調査 を ザ イ ー ルで 行 っ て き て い る 。 で き れば，

継続し た い と こ ろ だ が， 背に 腹 は か え ら れ ず， 本 年 度

(1992年度） は研究対象 を タ ン ザ ニ ア 一 国にし ぼ ら ざ

る を え な か っ た 。 ま た . 1993年 度 か ら は ， ザ イ ー Jレ研

究が再開 で き る ま で の 間， 西 アフ リ カ のマ リ 共和 国 を

研究対象に 加 え， タ ン ザ ニ ア と の 比較研究を押し進 め

る 予定 で い る 。

東 ア フ リ カ の タ ン ザ ニ ア 共和 国 は ， 国土 の 大半 を 乾

燥し た サ バ ン ナ 地帯 が 占 め る 。 行政上 の 中心地 は ， イ

ン ド 洋に 面し た ダ ル ＝ エ ス ＝ サ ラ ー ムに あ る 。 そ こ か

ら ， 内 陸部 の調査地に 向 か つ て ， 見 わ た す か ぎ り の 地

平線を四輪駆動車 で つ つ き る こ とに な る 。 タ ン ザ ニ ア

の 9 月 10月 は 乾 期 の 真 っ 最 中に あ た る 。 木 々 は 緑 の葉

を 落し ， 草 原 は 褐 色に 染 ま っ て い る 。 マ サ イ の 一 群 が

砂煙 を あ げ な が ら ， 牛 の 大群 を 連 れ て 荒野 を 横切 っ て

行 く 。 長年， ザ イ ーlレの 湿 っ た 森林地帯 で調査 を 行 っ

て き た 私に と っ て は ， ま る で 異 質 の 世 界 だ 。
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やがて， 内 陸部の 交易都市 モ ロ ゴ ロに つ く 。 こ こ で，

旅装 を 整 え ， さ らに 内 陸部 の 調査地に 向 か う 。 今 回 は

予備 調 査 を 兼ね て い る の で， 3 カ 所の 調査地を訪れた。

1 カ 所 は ， ウ グ Jレ高地に あ る ム プ ア プ ア 。 こ こに は ，

農耕民 カ グ Jレが住 む 。 こ の 地域 は乾燥し て い て ， 農耕

の 可能限界地域に あ た る 。 そ れ で も パオ パ ブ の 林 の 中

の草地を 聞 い て ， 焼畑 の 準備 がし て あ っ た 。 次に 訪 れ

た の は， ウ ル クソレ山 脈 の 中に 住む農耕民 lレ グ ル 。 高 度

2000 メ ー ト ル を 越 え る 山 の 中に ， 森林を伐採し て ， 集

約度 の高 い野菜畑 を作 っ て い た 。 最後に 訪 れ た の は ，

南 の 高原地帯 ウ へ へに 住 む農耕民 へ へ 。 高原 の 上に 大

規模 な ト ウ モ ロ コ シ 畑 が広 が っ て お り ， こ の 地帯 は タ

ン ザ ニ ア の穀倉地帯の ひ と つ と な っ て い る 。 3 つ の 地

域の予備調査を 終 え て ダ ル ＝ エ ス ＝ サ ラ ー ムに た ど り

着 い た 10月 末， 例 年 な ら 降 り 出 す 雨 の 便 り が， ま だ 南

の地域か ら は 伝わ っ て こ な か っ た 。 そ れ ど こ ろ か ， タ

ン ザ ニ ア の 南に 隣接す る ザ ン ビ ア か ら は， 雨不足 と飢

謹 の 始 ま り を 伝 え る ニ ュ ー ス が な が れ て き て い た 。

企 ウ ル グ ル 山 中 に 作 ら れ た農耕民 ル グ ル の 野菜畑

1i
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ぷ：！：：：：：：議＇ ！Ii i桶陪橋事7
海外教育事情視察 を終えて

こ の た び文部省海外教育事情視察団の 一員 とし て25

日 間 の 海外研修旅行に 参加し ， 去 る 1 1 月 23 日 全 日 程 を

無事終 え て 帰 り まし た 。 訪問国 は イ タ リ ア ， ベルギー，

Jレ ク セ ン ブ ル グ， フ ラ ン ス ， ア メ リ カ の 5 カ 国 で ， 特

に イ タ リ ア ， lレ ク セ ン ブ Jレ グ， ア メ リ カ で は ， 教 育 委

員 会 や学校 を 訪問し ， お 互 い の 国 の教育制度や教育方

針に つ い て意 見 を 交換し た り ， 施設を 見学し た り ， 授

業 を参観し 直接子 ど も た ちに 接し た り す る な ど， 貴 重

な 体 験 を す る こ と が で き まし た 。 こ の よ う な 機会 を 与

え て下さ い まし た 諸先生方に 深 く 感 謝し ． 厚 く 御 礼 申

し 上 げ ま す 。

今 回 の 視 察 で私 た ち が触 れ る こ と の で き た 教育制 度

は ， 他 の 国々 の ほ ん の一部 でし か あ り ま せ ん が， そ れ

ぞ れ の 国 の生活習慣や 国情に あ っ た 教育制度， 教 育 内

容， 教育方法に 触れ ， あ ら た め て 日 本 の 教育を見直し ，

自 分 を振 り返る こ と がで き まし た 。

以下， 学校訪問 し た 際に 印 象に 残 っ た こ と を い く つ

か 触 れさ せ て い た だ き ま す 。

く イ タ イ ア ナ ポ リ 市＞

二重， 三重の 路上駐車， あ ち こ ち で 鳴 り 響 く 車 の ク

ラ ク ショ ン ， 所構 わ ず横断す る 人々 。 遺跡の 街 ロ ーマ

と は う っ て 変 わ っ た 喧 騒 の 街ナ ポ リ を ポ リ スマ ン の エ

ス コ ー ト っ き で学校訪問 を 行 い まし た 。

• SERRA工業商業専門学校 学 校 内に 入 る と 青 地

に 12個 の 星 を 輪に 描 い た E C の ポ ス タ ー が 目に 入 る 。

イ タ リ ア で は ， 目 前に 迫 る 欧 州 統ーに 向 け て， 語学教

育 が教育課題 の 一つに な っ て い る 。 こ の SERRA工業

商業専門学校に お い て も 近年 は英語教育に 力 を入れ，

欧 州 統ーに 備 え て い る 。 代表生徒に よ る 学校紹介 は 英

語 で 行 わ れ， 私 た ち の 案 内に あ た っ た 生徒 も 立派 な 英

語で説明し て く れ た 。

欧州統一に 向 け て の 教育 は， “ 統一に 対す る プ ロ ジェ

ク ト ” と い う 学習 内容に も あ ら わ れ て い る 。 こ の プ ロ

ジ ェ ク ト で は ， 教 師 の 指導 の も とに ， 経済， 科 学 ， 旅

行 な ど の 様々 な 分 野に つ い て生徒が 自 主的に 研究し て

い る 。 テ ーマ の 中に は ， 「社会的， 物理的 な 環境 の 変
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化 の 中 で ど の よ う な 機構 を っ く り 出し て い く か 。 J ' 

「国際関係 の 広 が り の 中 で責 任 感 と 聞 か れ た 精 神 を 獲

得す る た め の 方策」 な ど， か な り 高 度 な も の も 含 ま れ

て い た 。 「今後 は ， イ タ リ ア 人 とし て の教育 か ら ヨ ー

ロ ッ パ の 一員 とし て の 教育 が必要 で あ る 。 」 と話し て

く ださ っ た 校長先生の言葉に ， “ 世界 は動 い て い る ” 。

こ と を実感し た 。

訪問し た ど の 学校 も 1 ク ラ ス の 生 徒 は 13～16名 ぐ ら

い で， 個 を 生 か せ る 体制に な っ て い る こ と を 羨 まし く

思 っ た 。 し かし ， イ タ リ ア で は 今 後 の 方向 とし て ， 個

を大切にし な が ら も ， 集団学習指導 の 効果 的 な 指 導 法

の研究が大 き な 課題 で あ る と の こ と 。 日 本 の 従来 の 教

育 の よさ も 再認識さ せ ら れ た話 だ っ た 。

く ル ク セ ンフe ル グ ル ク セ ン ブ ル グ市＞

灰色の ス レ ー ト の 屋根， ベー ジ ュ 色 の 壁 の 家々 ， 窓

辺に は花が飾 ら れ， 色彩的に 大変 美し い， 静 か な 落 ち

着 い た 街＇ ）レ ク セ ン ブ Jレ グ。

jレ ク セ ン フ ソレ グ は E C 加盟国 の 中 で最小で あ り な が

ら ， 最 も 富 め る 国 とし て欧州 の 経 済 をし っ か り 握 っ て

い る 。 そし て ， そ の た め の 優 秀 な 人 材 育 成 の た め ，

「教育 こ そ 国造 り の基本」 とし て ， 教 育に は 特に 力 が

入 れ ら れ て い る 。 特に ， 言語に お い て は， フ ラ ン ス 語，

ド イ ツ 語， lレ ク セ ンフソレ グ語 を 公 用 語 と す る 複雑 な 言

語体系を も つ た め ， 義務教育 の 初 期 の 段階 か ら 複 数 の

言語教育が行 わ れ て い る 。 ま た， 教育制度に つ いて は，

今年 か ら 4 歳 児 の 就園 が義務化さ れ． 就学前教育 2 年，

初 ・ 中等教育 9 年， 計11年の義務教育が行われて い る 。

・ ジ ヤ ンマ ル ク ス 小学校 1 ク ラ ス 15名 。 小 学 校 で

は 1 年生 か ら ド イ ツ 語 の 学 習 が始 ま る 。 2 年生 の 2 学

期 か ら は ， フ ラ ン ス 語 の 学習 が加 わ り ， こ の 2 つ の 言

語 の 学習が， 小学校 の 低 ・ 中 学年 の 学校教育 の 中 で 大

き な 比重 を 占 め て い る 。 教室環境 が よ く 整 え ら れ ， 施

設 ・ 設備 が充実し て い る 。

・ リ セ 工業美術職業学校 Jレ ク セ ン ブ ル グ で は 早 い

時期か ら 能力 別教育が行わ れて い る 。 こ の 学校 は ， 中

等教育に あ た り 技術者及 び職工 の 養成 を 目 指 す 。 7 年
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制で， 前 3 年聞 は義務教育。 こ の 3 年間 の 成績に よ っ

て， 工学 ・ 技術 ・ 職業の コ ー スに 分 けら れ る 。 職業 コ ー

ス の 中に は， 在学中 から 週 の 決 め ら れ た 時聞 を 職 業 現

場に 出 向 き 技 術 を 身に っ け な が ら 勉強す る も の も あ る 。

日 本 の 大 学 な み の 施設 ・ 設備 を備 え て お り ， 教育 水 準

の高さ を 感じ た 。

く ア メ リ カ セ ン ト ル イ ス 市＞

セ ン ト ル イ ス で は ， グ ロ ー パ ル な 視野に 立つ 教 育 を

め ざし て い る 。 ま た ， 最近 は pre - school を 含 め た

幼児教育に 対 す る 関心 が高 ま っ て い る 。

・ ル ー ズ ベ ル ト 高等学校 設立 当 初 は ド イ ツ 系 の 白

人が主で 中 流家 庭 の 子弟が多 か っ た が， 現在 は 黒 人 や

ベ ト ナ ム な ど の子弟が多 く ， 生活 レ ベlレ も 低 い 。 今 ア

メ リ カ が か か え て い る 教育 の 問 題 点 を 浮 き 彫 りにし て

い る よ う な 学校 と の こ と 。 出席率 も 低 く ， 途中で ド ロ ッ

プ ア ウ ト す る 生徒 も 多 い よ う で あ る 。 生徒 の 出 席 を 促

す た め “ Be there ” と 書か れ た ポ ス タ ー や標語が教 室

や廊下に 掲示さ れ て い た 。 こ の高校で は特 色 あ る 国 際

関係の プ ロ グ ラ ム が組 ま れ て い る 。 そ の 中 の 一つ ， E .

S .  L （英語 を母国語 とし な い 外 国人生徒を対象にし

た 授業） を参観し た 。 同じ ク ラ ス の 中 で， ベ トナム 人，

ロ シ ア 人， ポ ー ラ ン ド 人 な ど， 民族 ， 人種， 文 化 が異

な る い ろ い ろ な 国 の 子 ど も 達が一緒に 勉強し て い る 姿

が印象に 残 っ た 。 ま た ， こ の よ う な 問題 を 抱 え な がら

も ， 生徒一人 ひ と り の 人格 を 尊重し ， そ の 可能性 を求

め て 指導さ れ て い る 同 校 の 先生 方 の 姿に心を打 た れ た 。

企 ル ー ズ ベ ル ト 高等学校生物 の授業

・ ク ラ ー ク 小学校 1 ク ラ ス 13～15名 。 一 人 ひ と り

の ペ ー スに 合 わ せ た 個別学習に 重点 を 置 い て い る 。 ま

た， 学 力 の 遅れ て い る 生徒 は ， 遅 れ て い る 教科 の 強 化

ク ラ ス で 勉強 す る シ ス テ ム を と っ て い る 。 理科 の 授 業

をし て い た 1 年生の教室 で は， 生 徒 が 8 名し か おら ず＼
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他 の 7 名 は 国語の リ ー デ ィ ン グ ク ラ スに 行 っ て い る と

の こ と で あ っ た 。

こ の 学校で は ， pre - school と kinder - garten が

併設さ れ て お り ， 初等教育に 対す る 意気込 み が 感じ ら

れ た 。 セ ン ト ル イ ス で は ， pre - school から 進 路 指 導

を 行 っ て い る が ， こ れ は 職業 の適性を 見 る た め で は な

く ， 自 己尊敬 と 自 己把握が 目 的 で あ る 。 “ 自 分 自 身 を

愛し ， 自 分 自 身 を知 る こ と ’＼ 幼 い と き から 自 分 自 身

をし っ か り 見つ め ， 個々 の存在価値や 人 間 とし て の 生

き 方 を考 えさ せ よ う とし て い る こ とに 感心し た 。

異 文化世界に 触 れ， 国際理解に つ い て あ ら た め て 考

えさ せら れ まし た 。 言葉 の壁 は想像し て い た よ り も 大

き く ， 伝 え た い こ と が伝 え ら れ な い も ど かしさに つ き

ま と わ れ まし た 。 自 分 の考 え や意志 は 言葉 を通し て こ

そ相手に 伝わ る こ と を 再認識さ せら れ まし た 。

カ ル チ ャ ー シ ョ ッ ク も 大 き い も の でし た 。 特に イ タ

リ アに お い て は， 石 の 文化 の 伝 統 の 重 み や 絵画彫刻！に

みら れ る 宗教 の 影響力に 圧倒さ れ， そ れら が ま た ， 現

在 の 人々 の生 活 の 中にし っ か り 生 き 続 け て い る こ とに

感動し まし た 。 文化遺産 を大切にし な がら 近代化 を 進

め て い る 姿勢に ， 自 国 の 文 化 を もっ と 大切にし な け れ

ば なら な い こ と を 学 ばさ れ まし た 。

企 ク ラ ー ク 小学校宮 殿の よ う な外観の校舎

Jレ ク セ ン プ lレ グ の 文部省 の 方 の 「Jレ ク セ ン プ ル グ は

小さ い 国 で あ る が ゆ えに ， ア イ デ ン テ ィ テ ィ を も ち ，

同時に 聞 か れ た 国 で な け れ ば なら な い 。 」 も 忘 れら れ

な い 言葉 で す 。

自 分 自 身 の 意見 を も つ こ と， コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョ ン 手

段 とし て の 言語能力 を も つ こ と ， 自 国 の 文化を理解し

尊重す る こ と， が国際理解への第一歩 で は な い か と 研

修が終わ っ た 今， 感じ さ せ ら れて い ま す 。
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以＋!T！！��！：�き虫色霊視を？？呈盟主:<J
平成 5 年 1 月 13 日 （ 水 ） 10時30分 か ら 学長室に お い て 成人に な っ た こ と を 祝し． 小黒学長 か ら 新成人職員 3 名に

記念品 の 印 鑑の 贈呈 が行 わ れ まし た 。

と こ ろ で ． 学長か ら 新成 人 へ の 記念品 の 贈 呈 は 昭和58年度 か ら 始 ま っ た も の で あ り ， 贈 呈 品 が 印 鑑 な の は 去 年

か ら で． 今後一番活用 さ れ る だ ろ う と の 趣 旨 か ら で す 。
な お ． 新成人か ら そ れぞ れ コ メ ン ト を い た だ き まし た の で． 併 せ て 紹 介 い たし ま す。

aA官円ノ臼

0 青 木 茂 徳 （工 学部 ）

「成人式を迎 え で も あ ま り 実感 は な い が ， 一つ だ け こ れ か らし よ う と 思 う こ と が

あ り ま す 。 そ れ は ， こ れ か ら も っ と 多 く の 人 と 出 会 い ． そ の 多 く の 人 の良 い 所 を 吸

収し て 自 分 を 大 き くし て い く こ と で す 。 そし て 成人 とし て 笑 わ れ な い よ う な 行 動 を
と っ て い き た い と 思 い ま す 。 」

0 藤 井 友 美 （教育学部 ）

「20歳に な っ て 思 う こ と は， 10代 と そ れ ほ ど 変 わ ら な い と い う こ と で す 。 小 さ な

頃＇ 20歳 と い え ば と て も 立派な大人 と い う イ メ ー ジ を 持 っ て い まし た が， 実 際に は

何 も 変 わ ら な い ん だ と 実感し まし た 。 むし ろ， 今 が大 人 へ の ス タ ー ト ラ イ ン な の か

もし れ ま せ ん 。 こ れ か ら い ろ い ろ な 意味で の 責 任 の重 さ や 社 会 的 立場に ぶ つ か る 回

数 も増 え て い く と 思 い ま す 。 そ の 1 つ 1 つ が 自 分に と っ て の 勉 強 な の だ と 受 け止 め

て が ん ば り た い と 思 い ま す 。 」

O 藤 谷 し の ぶ （地域共同 研究 セ ン タ ー ）

「私 は ， 今年20歳に な り まし た 。 成人式を一つ の 区 切 り とし ， こ れ か ら は 生 き が
い の あ る 生活 を確立す る た めに や る 気 を 持 ち ， 目 標 を 決 め ， 計 画 を 立 て て 実 行 出 来
る そ ん な 自 分 で あ り た い と 思 い ま す 。 」
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女 ク ロ ー ズ ・ ア ッ プ 富 山大学水泳部， 応援団 （吹奏楽部） 食

第 24 田 富 山 大 学 寒 中 水 泳 大 会

厳寒の 1 月 ， 学生の熱気の中敢行される．グ

一 「伝統の重さ J ， 受 け継 ぐ学生たち ー

去 る 1 月 23 日 （土） 前 日 ま で厳冬の雪が降 る の を 一

休 み し た快晴の こ の 日 ， 富 山 大 学 水 泳 部 活 動 の 一 つ ，

恒 例 の 寒中水泳大会が多 く の 観衆 の 見守 る 中， 富 山 大
学第二体育館前 プ 」 ルで 開 催さ れ ま し た 。

こ の 臼 は， 快晴 と は い え季節 は冬真 っ た だ 中， 気 温
9 °C， 水 温 2 。C と ， 寒さ 厳 し く 昨晩か ら の 寒波 に よ る

冷 え込 み と 放射冷 却 現象 の た め か， プ ー ル一杯 に 張 ら

れ た水 の 面 に は 氷 が薄 い 層 を な し ， 学生， 一般の観衆，

及 び大学関係職員が見守 る 中 行 わ れ ま し た 。

こ の 寒 中 水泳大会 は， 昭和45年 か ら 行 わ れ て お り ，
回 を重ね て 今 年 で 24回 を 迎 え ， そ の重 い 伝統 に 水 泳 部

員 は一生懸命泳 ぎ， そ し て余興 も 交 え て も り あ げ， そ
れ に 対 し て 応援団 の リ ー ダ 一 部， チ ア リ ー ダ 一 部 ， 及

び吹奏楽部 も 熱 い 声援， 演 奏 を 送 っ て大会 に 花を 添 え
ま し た 。

ま た ， 同 大 会 は 毎年 テ レ ビ， 新聞等 に 報じ ら れ て お

り ， 最近 で は 富 山 大学 の 名 物行事 と し て ， 県 内 の み な

ら ず全 国的 に知 ら れ る よ う に な り ， こ の 日 も 多 く の 報
道 関係者及 び カ メ ラマ ニ ア な ど が取材 に き て い ま し た 。

以下， 応 援 団 顧 問 筒 井 先 生， 水 泳 部 主 将 と 応援 団

（吹奏楽部） に 想 い 及 び紹介 を 述 べ て い た だ き ま し た
の で併 せ て 紹介 し ま す 。

第24回寒中水泳大会

応援 団顧問 簡井 洋 一

平成 5 年 1 月 23 日 ， 気温 9 度 ， 水 温 2 度 の も と で ，

今 年 も 富 山 大学寒中水泳大会 は 行 な わ れ た 。 単 に 富 大

行 事 の 一つ で な く ， テ レ ビ を 通じ ， 県 内 の 方 々 に も 広

く 親 し ま れ る 一 大 イ ベ ン ト と な る 本大会 払 数 え て 24

回 目 に あ た る 。

で は， こ の 寒 中 水泳 と は ， 一体何で あ る の か。 ま ず，

寒 中水泳 と は 「荒行」 で あ る 。 水温 2 度 の水 の 中 に 入

る と ， 冷 た い の を通 り 越 し て， 痛 み と も 何 と も い え ぬ

感覚が， 体 中 を突 き 抜 け る 。 し か し ， そ の プ ー ル の 中

に， 意 を 決 し て敢然 と 飛 び込 む姿 は， まさ に社 観 で あ
る 。 大会参加者 は ， こ の 「荒行 」 を通じ て ， 精 神 を 鍛
え， 今 年 の 目 標達成への決意 を新 た に ， 気合 い を 入 れ

る の で あ る 。 と い っ た 厳 し い面 だ け が強調さ れ る 事 は

な し 富大 の 寒中 水泳 に は， 「 エ ン タ ー テ イ メ ン ト 」

と し て の性質 も 合 わ せ持 つ 。 県 内 中 の あ ら ゆ る T V局

が こ ぞ っ て 注 目 す る 訳 だ か ら ， 県 内 中 に 自 分 の存 在 を
ア ピ ー Jレせ ん と ばか り に， 次 々 と 奇抜 な パフ ォ ーマ ン

ス が飛 び出 す 。 そ ん な 彼 ら の明 るさ が， 会場を和 ま せ，

大 会 を 一層盛 り 上 げ る の で あ る 。

ま た ， 寒 中 水泳 と は， 後 に残 る べ き よ き 「 伝 統 」 で

あ る 。 端 目 に 見 れ ば， 阿 と お か し な 事を， と 思 わ れ る

か も し れ な い 。 現 に， や っ て い る 本人 でさ え， 何 故 こ

ん な事を， と 思 う こ と も あ る と い う 。 し か し ， そ の 憂

い を 吹 き 飛 ばす熱 い 何 か が， 寒中水泳 に は あ る 。 そ の
何 か を 感じ 取 る 気持 ち が， こ の 大会 を よ き 「伝 統 」 と

し て存 在さ せ る の で あ る 。

確か に， 寒中水泳 は 大変 な 「荒行 」 で あ る が ， そ の
内 に， 湧 き 出 づ る 熱 い 想 い を ， 強 く 感じ 取 っ て欲 し い 。

そ し て， こ の 大会が今後30, 40回 と 続 く 事 を ， 切 に 願

う も の で あ る 。

企 厳寒 の 中 泳 ぐ 水泳部

FhJU
 

円／】



平成 5年5月発 行 戸同ザー

富山大学 体育会水泳部

水泳部主将

富 山 大学体育会水泳部 は部員数40人 の う ち 男27人女

13人 の 水 泳 に 対 し ， ま た そ の 他 諸 々 の 面 に 対 し 意 欲 あ

ふ れ ん ばか り の部員で構成 さ れて い る 。

我 々 水泳部 は水泳 の 競技 レ ベ ル の 向 上 を 目 指 し ， ま

た そ の 部 は 人 と し て社会 に で で も 通用 す る よ う な 人 聞

を形成す る 場 と し て 機能 し て い る 。 昨 シ ー ズ ン の 部 の

活動実績 は 一言 で い う と ， 全国国公立大会 男 女 ア ベ ッ

ク 団体出場 し た こ と で あ る 。 こ の 全 国 公 団体 出場 と い
う の は， 部 と し て の 目 標で あ り ， 来 た る べ き シ ー ズ ン
に お い て も こ の 大会 に 出場す る こ と を 目 指 し ， 練 習 に
励 む と い う こ と が我 々 に 課 せ ら れ た 当面の 目標であ る 。

と お 難 い 面 を 先 に 記 し て お き な が ら ， 一 方 そ の実体 は

個性豊 か な 部員 の 集合体で あ る 。 昼 は， 4 年 か ら 1 年

ま で和 気合 い 合 い と 談笑 し た り ， 遊 び に 出 か け た り ，

夜 は， 飲 み 会 で 大 は し ゃ ぎ， 大笑 い， 大 波乱 と い っ た
具 合 で あ る 。

私 は 水泳部 に 入部 し た こ と を本 当 に よ か っ た と 思 っ
て い る 。 な ぜ な ら 部 に い る と き が一番楽 し い か ら で あ

る 。 体育会 と い う だ け あ っ て練習 は 厳 し く ， 縦 の つ な
が り を 重 ん じ ， 上級生か ら ま た O B の 方 か ら 色 々 と 教

育 さ れ る わ け で あ る が， そ れ を 乗 り 越 え た何かがあ る 。

そ の 何 か を 求 め ， 部 員 が部 に 自 然 と 足 を 運 ばせ る の で
あ る 。 こ の 伝 統 あ る 水 泳部が， 今 後 ， 厳 し く も あ り ，

楽 し く も あ り ， ま た 活 気 の あ る 練習意欲 に充 ち た 者 た

ち の 集 合体 で あ る こ と を 望 む ばか り で あ る 。

最後 に ， 富 山大学関係者 の 方 々 に は， 寒中水泳 な ど

の 行事 で こ の水泳部 の 魅 力 を 知 っ て い た だ き ， こ れ か

ら の新入生 に は， 実 際 に 入部 し て こ の 魅 力 を 肌 で 感 じ
て い た だ き た い と 思 っ て お り ま す 。

「 寒 中 水 泳 」

応援団 （吹奏楽部）

毎年恒例 の 寒 中水泳大会 は ， 去 る 1 月 23 日 に 第 一体

育 館横 の プ ー ル で 行 わ れ ま し た 。 冬 の 北 陸 に は め ず ら
し く ， 青空が広が る 天候 と な り ま し た が， 水面 に は 薄
氷 が張 り ， ま だ ま だ 冬真最中 と い っ た一 日 で し た。 我々

応援団吹奏楽部 は， プ ー ル に 飛 び込 む人 を 応援す る べ

く 応援 団 の リ ー ダ 一 部 ・ チ ア リ ー ダ 一 部 と 共 に 応援 を

行 い ま し た 。 日 頃 は 練習場所が学内 に な い た め， と か

く 練習 不足 に な り が ち で は あ り ま す が， 寒中水泳 大 会

報 第341号

当 日 は ， 我 々 な り に精一杯演奏 さ せ て い た だ き ま し た 。

寒中水泳大 会 に 少 し で も 華 を そ え る こ と が で き た の な

ら ， こ れ に 勝 る 喜 び は あ り ま せ ん 。

さ て ， 我 々 の 応援団吹奏楽部 の 日 頃 の 練 習 内 容 は ，
と い い ま す と ， 他 の 吹 奏楽団 と ほ と ん ど 閉 じ で ， コ ン
ク ー lレ， 演奏会 に 向 け て の 合奏， 及 び個人練習 等 が 主

な 内 容 と い え ま す 。 ま た， 応援団 と し て の 活動 も そ の

中 に 組 み込 ま れ る た め， 春 に北国大会 の応援が始ま り ，

冬 に 定期演奏会が終わ る ま で か な り 多 忙 な 活動状況 と
い え そ う で す 。

先 ほ ど練習場所 の 事 に つ い て 述 べ ま し た が， 我 々 に
は学内 に 適 当 な 練習場所がな い た め ， 練習 の た び に 呉

羽 少年 自 然、 の 家 等 に 移動 し て 練習 を 行 っ て い ま す 。 し

か し ， 部員全員 と 楽器 の 運搬 に は， 非常 に 多 く の 労 力

と 何台 も の 車が必要 と な り ， こ れ ら は 部 員 に と っ て ，
た い へ ん な 負担 と な っ て い ま す 。 け れ ど も ， こ れ ら の

困難 を 乗 り 越 え て， 演奏会等 を 成功 さ せ た 時 の 感 動 は

た と え よ う が あ り ま せ ん 。 ま た ， 我 が 部 は 今 年 か ら ，

部員の 演奏技術 の 向上及 び部 の 知 名 度 を ア ッ プ さ せ る
た め に ， 全 日 本吹 奏楽 コ ン ク ー ル に 出場 す る こ と に し
ま し た 。 コ ン ク ー ル に 出 場 し ， 審 査 員 の 方 々 に 批 評 し
て い た だ く こ と が， 我 々 に と っ て の 糧 に な る こ と は ま
ち が い な い で し ょ う 。 な お ， 昨年 は 富 山 さ く ら ま つ り
で の パ レ ー ド 演奏， そ し て 高 岡 市 か ら の 依 頼 に よ る ，

高岡駅前に お い て の 「社会を 明 る く す る コ ン サ ー ト 」

で の 演奏， ま た， 砺波養護学校 や済 生会高岡病 院 に お
け る 慰問演奏 な ど ， 地域 に 根 ざ し た 活動 も 行 っ て い ま
す 。 当 面 の 目 標 は 「全 日 本吹奏楽 コ ン ク ー ル 全 国 大
会出場」 で す が， 「地域 の 人 を は じ め ， 全 て の 人 に 愛
さ れ る バ ン ド に な る 」 と い う 最 も 大 き な 目 標 も 忘 れ る
こ と な く ， 部員が一丸 と な っ て がん ば っ て い こ う と 思

い ま す 。 ま た ， 12月 12 日 （ 日 ） に 県民 会 館 大 ホ ー ル で
行 う 予定 の 第12固 定期演奏会 に ， 大学関係者 各 位 の 皆
様方 の 多数 の 御来 場 を心 よ り お 待 ち 申 し 上 げ ま す 。

円。q’’臼
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学内 ト ピ ッ ク ス ③

＊ ク ロ ー ズ ア ッ プ 富 山 大学附属 小学校 プ ラ ス パ ン ド部， 富 山 大学応援団 （吹奏学部） 食

本 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校

ブ ラ スバ ン ド 部が ス プ リ ン グ コ ン サ ー 卜 ’93で迫力 の演奏

本学教育学部附属小学校 プ ラ ス パ ン ド 部 の ス プ リ ン

グ コ ン サ ー ト ’93が去 る 2 月 21 日 （ 日 ） に 黒 田 講 堂 で

聞 か れ ま し た 。

当 日 は 3 年生 か ら 6 年生 ま で45人 が 出 演 し ま し た 。

コ ン サ ー ト で は． 組 曲 「道化師」 を は じ め ， 「 タ ン

ホ イ ザ 一 行 進 曲 」 「 マ ジ ッ ク 」 「 カ ル メ ン 」 な ど 8 曲

を 演奏 し ま し た 。

大人顔負 け の 迫力 あ る 演奏 に ， 訪 れ た 人 は 盛大 な 拍

手 を送 っ て い ま し た 。

ま た ， 本学応援団吹奏学部が賛助 出演 し ， 「 デ ィ ズ

ニ ー メ ド レ ー 」 を披露 し ま し た 。

以下， 宗 孝文 附属小学校長， 同 部顧問 宮 崎 先

生， ま た 賛 助 出 演 し た応援団 （吹奏学部 ） に 感 想 を い

た だ き ま し た の で 併 せ て 紹 介 い た し ま す 。

附 属小学校長 宗 孝文

附属小学 校 ブ ラ ス パ ン ド 部 は， 昭 和 62年， 創 校110

周 年 の 記念事業 のーっ と し て 結成 さ れ， 翌年 か ら 全 日

本吹奏楽 コ ン ク ー ル に 出 場 し ， 毎年入賞 の実績を 残 し

て き ま し た 。

た だ， コ ン ク ー ル な ど で 感 じ る の で す が， 本 校 プ ラ

ス パ ン ド は 比較的少人数編成 の た め ， ボ リ ュ ー ム の 点

で や や不足 し が ち で す 。 ま た 楽 器 の 種 類 が 多 い の で ，

顧 問 の 先生方 だ け の 指導 で は 手 が 回 ら な い 分， 通 常 は

6 年生部員 が下級生 を指導す る こ と に な っ て い ま す 。

こ れ は こ れ で意味が あ る と 思 い ま す が ， ま た 一 方 ，

今 回 の ス プ リ ン グ コ ン サ ー ト の よ う に ， 大学 の 応 援 団

吹奏楽部の 皆 さ ん の参加があ っ た こ と は大変意義深 く

う れ し い こ と で し た 。 当 日 に い た る ま で の指導 の 一 部

も 学生 の 方 に お 願 い で き ， 演奏 会 当 日 の 合 同 演 奏 は ，

大 変 な 迫力 で， 技術的 に も い つ も に 比べ素晴 し い も の

で し た 。 演奏す る 子 ど も た ち は も ち ろ ん ， 聴 い て い る

子 ど も た ち に も よ い刺激 に な っ た と 思 い ま す 。 ま た ，

運営 は 主 と し て 父母が あ た り ま す が， 大 き い 楽器 や 舞

台 の 設 営 な ど を 学生 の 方 に 手伝 っ て も ら え 助か り ま し

た 。 そ う い う 意味 で， 今 回 の 学 生 の 皆 さ ん の 参 加 は ，

教育上， 指導上， 運営上有意 義 な こ と で し た 。

大学生 の 阿人 か の 方 は ， 実習 生 と し て の か か わ り も

あ り ま し た し ， ま た お互い楽器を融通 し あ う 関係 も あ っ

た よ う で す 。 大学 の 附 属 な ら で は の か か わ り と し て ，

今後 も こ の よ う な 関係が継続 さ れ れ ば と 思 い ま す 。

企 熱演す る ブ ラ ス パ ン ド部

附属小学校 プ ラ ス パ ン ド 部顧問 宮崎先生

ス プ リ ン グ コ ン サ ー ト は ， い わ ゆ る 6 年生 の お 別 れ

コ ン サ ー ト と い う 形で ス タ ー ト し ま し た 。

第1 回 目 は， 本校の 多 目 的 ホ ー ル で 行 い ， 第 2 回 目

は市民 プ ラ ザの ア ン サ ン プ Jレ ホ ー ルで， そ し て ， 3 回

目 か ら は 黒 田講堂で行 っ て い ま す 。 今年 は 5 回 目 と な

り ま し た 。

黒 田 講堂は， 同 じ 学 内 と い う こ と で， 格安 の 料 金 で
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使用 す る こ と が で き ま す 。 そ し て ， 音響 的 に も 非 常 に

よ く 響 い て ス プ リ ン グ コ ン サ ー ト に最 適 の ホ ー ルだ と

思 っ て お り ま す 。 た だ， 講堂内 に ひ な 壇 や い す ， ピ ア

ノ な ど の 設備 や 備品 が な い た め ， 小学校 か ら 長机 や パ

イ プ い す， 教壇 を 運 び込 ん で ス テ ー ジ を セ ッ ト し な け

れ ば な り ま せ ん 。 ひ な 壇や い す， ピ ア ノ な ど が 準 備 さ

れ て い れ ば， も っ と も っ と 使 い や す く な る の で は な い

で し ょ う か 。 ま た ， 音響 や照明関係 の オ ペ レ ー タ ー を

特 別 に お願 い し な け れ ば な ら な い こ と も ． 改善 さ れ れ

ば い い こ と の 一つ だ と 思 い ま す 。

本校の 6 年生 は， 全 員 が 附 属 中 学 校 の 受験 を す る た

め ， 12月 か ら 2 月 上旬 ま で練習 を 休 み ま す 。 受 験 後 に

ま た 練習 を再開 す る た め ， 練習 の 時 間 も 少 な く ， こ の
コ ン サ ー ト に 向 け で は， い つ も 強化諌習 を 行 っ て い ま

す 。

こ の コ ン サ ー ト で は ， 6 年生一人一 人 が必ず ソ ロ が

で き る よ う 配慮 し て い ま す 。 そ し て ， 5 年以下 の 部 員

た ち に 対 し て は ． そ の 6 年生 の 晴 れ の 姿 を 見 さ せ る よ

う に し て い ま す 。

そ こ で， 今 回 の よ う に 6 年生部員 の 人数が少 な か っ

た り ， パ ー ト の バ ラ ン ス が悪か っ た り し て 6 年生 部 員

だ け で は な か な か楽 曲 が演奏 で き な い 場合 に ， 大 学 生

の 皆 さ ん に 応援 を お 願 い し て い ま す 。

昨年 ま で は， フ ィ ルハ ー モ ニ ー 管弦 楽 団 の 応援 が 多

か っ た の で す が， 今年度 は応援団吹奏楽 部 の 応援 を 得

る こ と がで き ま し た 。 ス プ リ ン グ コ ン サ ー ト ま で に ，

3 回 の 合 同 練習 を 行 い ま し た が， 大学生 の 皆 さ ん は 子

供 た ち に対 し て と て も 丁寧 に ． そ し て熱心 に 指導 し て

下 さ り ， 子供 た ち も 大変喜ん で い ま し た 。

「附属小学校ブラ スパ ン ド部

ス プ リ ン グ コ ンサー ト 」

応援団吹奏楽部

初春 と は い え 冷 た い 雨 の そ ぼ降 る 2 月 21 日 の 日 曜 日 ，

白 い 黒 田講 堂 に さ わ や か な サ ウ ン ド が響 き ま し た 。 私

た ち 応援団吹奏楽部 は， 附属小学校 ブ ラ ス パ ン ド 部 の

ス プ リ ン グ コ ン サ ー ト に 友情出演 と し て 参加 さ せ て 頂

き ま し た 。 春 に 卒業 し て い く 6 年生部員 た ち の 「 お 別

れ コ ン サ ー ト 」 と し て 平成 2 年 よ り 行わ れ て い る も の

だ そ う で す 。

第 1 部 は コ ン ク ー ル の 自 由 曲 に 使わ れ た ， 組曲 「道

報 第341号

化師」 な ど， 小学生 に は 難曲 で は， と 思 わ れ る よ う な

曲 も 演奏 し て お り ま し た が， 素直で な か な か迫力 の あ

る 響 き に大学生 た ち も び っ く り す る ほ どで し た 。

第 2 部 で は私 た ち の ス テ ー ジ と し て 「 デ ィ ズ ニ ー メ

ド レ ー 」 を演奏 し ま し た 。 デ ィ ズ ニ ー の ア ニ メ 映 画 に

流れ る ， か わ い ら し い 曲 が 次 々 と 現 れ る 大変親 し み の

あ る メ ド レ ー 曲 で す 。 演奏会で は 自 分 た ち の テ ク ニ ッ

ク を 見 せ る こ と も 重要で すが， 聴衆 の 方 々 に 楽 し ん で

頂 く た め に も ， 誰 で も 知 っ て い る 曲 を演奏す る と い う

こ と が大切 で す 。 こ れ は， こ れ か ら の 私 た ち の 活 動 に

お い て も 課 題 と さ れ る こ と な の で す が 。

第 3 部で は 6 年生 と 大学 生 の 合 同演奏で， 若者 に 人

気 の損原敬之 の 唄 う 「 ど ん な と き も 」 と ， ち ょ っ ぴ り

ア ダ ル ト な ラ テ ン 曲 「 オ エ ・ コ モ ・ パ」 の 2 曲 を や り

ま し た 。 な か で も 「 オ エ ・ コ モ ・ パ」 で は 6 年 生 一 人

一 人 に 8 小節聞 の ア ド リ プ ソ ロ が与 え ら れ た の ですが，

事前の練習段階で小学校 プ ラ ス パ ン ド の 顧問 の宮崎先

生 か ら 「大学生 さ ん に ソ ロ を 創 っ て も ら い ま す 。 」 と ，

さ ら り と 言 わ れ て し ま い ， 部員一同 て ん や わ ん や の 状

態 に な っ て し ま い ま し た 。 た っ た 8 小節 と は い え 「 創

る 」 と な る と 不慣 れ な も の で， な ん と か形 に は し た も

の の ， 小学生 に 吹 い て も ら う と き は 「 出 来 る か な ？ 」

「変 じ ゃ な い か な … 。 」 と は ら は ら し 通 し で し た 。 し

か し ， こ れ が子供 た ち の 順応力 の早 さ と い う の で し ょ

う か 。 本番で は 私 た ち の 心配 も よ そ に， 一人一人 の ス

タ ン ド プ レ イ を 見事 に こ な し て く れ ま し た 。 み ん な 一

生懸命練習 し た の で し ょ う 。 め だ っ た ミ ス を す る 子 も

な く ， 「あ れ だ け 堂 々 と ソ ロ が で き れ ＇i· · · 。 」 と ， 私

た ち の方が考 え さ せ ら れ て し ま い ま し た 。 一番喜 ん だ

の は 父母の方 々 で し ょ う 。 子供 た ち の 姿 を 撮 ろ う と ，

客 席 か ら カ メ ラ の フ ラ ッ シ ュ が ひ っ き り な し に 光 う て

い ま し た 。

第 4 部 で は 小学生全員 で ポ ッ プ ス 曲 の 「 マ ジ ッ ク 」

「 ヴ ァ イ プ レ ー シ ョ ン ズ」 を ， 小 学 生 ・ 大 学 生 の 合 同

で， ピ ゼ ー の 歌劇l 「 カ Jレ メ ン 」 を ポ ッ プ ス ア レ ン ジ し

た 同名 の 「 カ ル メ ン 」 を 演奏 し ま し た 。 こ の ス テ ー ジ

に な る と ， 小学生 た ち は かわ い ら し い お そ ろ い の チ ェ ッ

ク の シ ャ ツ に ジ ー ン ズ， 首 に は赤 い パ ン ダ ナ と ラ フ な

ス タ イ ル で 見 た 目 も 盛 り 上 げ ま し た 。 曲 の 方 も 盛 り 盛

り で， 本番前 は 「 こ ん な 曲 で き る か ー っ 。 」 と 大学 生

を も 泣 か せ た 「 カ Jレ メ ン 」 を 終 曲 ま で一気 に 吹 き と ば

し ， 先生方や聴衆を大変楽 し ま せ て く れ ま し た 。 客 席

か ら の ア ン コ ー ル の 声 に 答 え ， 「 も う 恋 な ん て し な い」

nHU
 

つ』



平成5年5月 発行
....... 千

な ど を 演奏 し ， コ ン サ ー ト は無事幕 を 閉 じ ま し た 。

実際 に小学生 た ち と 舞台 で 演奏 す る ま で は， そ の 練

習 の 厳 し さ や 曲 の 難 易度 に疑問 を 感 じ た こ と も あ り ま

し た が， 結局楽 し さ が感 じ ら れ な け れ ば や っ て い て も

意味が な い こ と がわ か り ま し た 。 私 た ち は演奏 の 楽 し

さ も 味 わ え ， 何 よ り も 子供 た ち と の 交流が出来た と い

う こ と を大変嬉 し く 思 っ て い ま す 。 教員養成課程 に お

い て実習 を す る 学生以外で， あ の よ う に大勢の 子 供 た

ち と 接触す る 機会 と い う の は ， そ う な か な か あ る も の

報 第341号

で は な い の で す 。

我が吹奏楽部 は毎年12月 に 定期演奏会 を 行 っ て い る

の で す が， よ り 多 く の 人 々 に 私 た ち の 演 奏 を 楽 し ん で

頂 く た め に も ， 他国体 と の 交 流 を 深 め 活動範囲 を 応 げ

て い く こ と は重要 な こ と で あ り ま す 。 子供た ち の 索 直

な 態 度 に 「初心 に か え る 」 と い う こ と の 大切 さ を 痛 感

さ せ ら れ ま し た 。 こ の ス プ リ ン グ コ ン サ ー ト で の 成 果

は， 私 た ち の 今 後 の 活 動 の た め の 大 き な 糧 と な る は ず

で す 。

�司司副
富 山 大学留学生指導相談室規則の制定

－ 富 山大学留学生指導相談室規則 の 制 定理 由 ……・…ー ー 一 一 守 ー 一一一一一一一一一一一一一 ’ 一一 一 一一一一一一一一一一一 ・

外 国 人 留学生 の 受入 れ に 当 た っ て の 教育， 調 査 ・ 研究及 び異文化適応 ・ 生活 ・ 修 学 相 談 等 の 体 制 を 充 実 す

る た め ， 留学生指導相談室 を 設置 し ， そ れ に必要 な所要事項 を定 め る 。

富 山大学留学生指導相談室規則 を 次 の と お り 制定 す る 。

平成 5 年 1 月 22 日

富 山大学留学生指導相談室規則

（設 置 ）

第 l 条 富 山大学 （以下 「本学」 と い う 。 ） に ， 富 山

大学留学生指導相談室 （以下 「指導相談室」 と い う 。 ）

を 置 く 。

（ 目 的 ）

第 2 条 指 導 相 談 室 は ， 本 学 の 外 国 人 留 学 生 （ 以 下

「留学生」 と い う 。 ） に 対す る 日 本語教育及 び修学 ・

生活 ・ 異文化適応上の指導等並 び に こ れ に 必要な 調

査 ・ 研究 を行 う と と も に， 全 学 的 な 指導援助体 制 の

体系化， 総合化を図 り ． 留学生 に 対す る 教育 指 導 の

充実発展 に寄与す る こ と を 目 的 と す る 。

（業 務 ）

第 3 条 指導相 談室 は ， 前 条 の 目 的 を 達 成 す る た め ，

次 に 掲 げ る 業務 を 行 う 。

富 山大学長 小黒 千足

( 1) 留学生に対す る 日 本語 の課外補講

( 2) 留学生 に 対す る 修学 ・ 生活 ・ 異文化適応上 の 指

導及 び情報提供

(3) 留学生教育 に 必要 な 調査研究

( 4) 留学生の 地域等 と の 交流 の 推進及 び支援

(5) 学 生 の 留学， 交流の た め に 必 要 な 情報 の 収 集 及

び 資 料 の提供

(6) そ の 他指導相談室 の 目 的達成の た め に 必要 な 業

務

（組 織 ）

第 4 条 指導相談室 は， 次 に 掲 げ る 者を も っ て 組 織 す

る 。

(1) 指導相談室長

(2) 日 本語 ・ 日 本事情担 当 教官
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(3) 留学生専門教育担 当教官

(4) 各学部及 び教養部 か ら 選 出 さ れ た 国 際交流委員

会留学生部会委員

(5) 保健管理 セ ン タ ー の教官

(6) そ の 他第 7 条 に定 め る 運営委員会 が必要 と 認 め

る 教官

2 指導相談室長 は ， 本学教授 の う ち か ら 第 7 条 に 定

め る 運営委員会 の 推薦 に 基づ き ， 学長 が命 ず る 。

3 第 1 項第 6 号 に 掲 げ る 者 は， 第 7 条 に 定 め る 運 営

委 員 会 の 推薦 に 基 づ き ， 学長が命ず る 。

（指導相談室長 の 任 期 ）

第 5 条 指導相談室長 の 任期 は 2 年 と し ， 再任を 妨 げ

な い 。 た だ し ， 欠 員 が生 じ た 場合 の 後任 の 指 導 相 談

室長 の 任期 は， 前任者の 残任期間 と す る 。

（指導相 談室長 の 職務 ）

第 6 条 指導相談室長 は ， 指導相談室 の 業務 を 総 括 す

る 。

（運営委員会）

第 7 条 指導相 談 室 の 運営 に 関 す る 事項 を 審議す る た

め， 富 山 大 学 留 学 生 指 導 相 談 室 運 営 委 員 会 （ 以 下

「運営委員会」 と い う 。 ） を 置 く 。

（運営委員会の 審議事項 ）

第 8 条 運営委員会 は ， 次 に 掲 げ る 事項 を 審議す る 。

(1 )  指導相談室 の 管理運営 に 関 す る 重要事項

(2) 指導相談室長 の 推薦 に 関す る こ と 。

(3) ご の 他指導相談室長 が必要 と 認 め た 事項

（運営委員会 の 組 織 ）

第 9 条 運営委員会 は， 次 に 掲 げ る 委員 を も っ て 組 織

す る 。

(1 )  指導相談室長

(2 )  学生部長

(3) 第 4 条第 1 項第 2 号 か ら 第 6 号 ま で に掲 げ る 教

官

(4) 学生部次長

（委員長 〉

第 1 0条 運営委員会 に， 委員長 を 置 き ， 指導相 談室長

を も っ て 充 て る 。

2 委員長 は， 運 営委員会 を 招 集 し ， そ の議長 と な る 。

た だ し ， 委員長 に 事 故 あ る と き は ， 委員長が あ ら か

じ め 指名 し た委員が そ の 職務を代行 す る 。

（議 事 ）

第 1 1 条 運営委員会 は， 委員 の 2 分 の l 以上 の 出 席 に

よ り 成立 す る 。

報 第341号

2 議事は， 出 席委 員 の 過半数 を も っ て 決 す る 。 た だ

し ， 可 否 同 数 の と き は， 議長の決 す る と こ ろ に よ る 。

（意見の聴取）

第 12条 運営委員会 は， 必要 と 認 め た と き は ， 委 員 以

外 の 者 を 出席 さ せ， そ の 意 見 を聴 く こ と が で き る 。

（庶 務 ）

第 13条 指導相談室及 び運営委員 会 の 庶務 は， 学 生 部

学生課 に お い て 処理す る 。

（雑 則 ）

第 14条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か， 指導相談室 の

運営 に 関 し 必要 な 事項 は， 別 に 定 め る 。

附 則

こ の 規 則 は ， 平 成 5 年 1 月 22 日 か ら 施行す る 。

nHV
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

大陸性吹雪に起因す る 雪害の 5 .  1 .  1 
外 国 出 張 理 学 部 教 授 封馬 勝年 中 華 人 民共 和 国

共同研究 5 .  1 .  8 

• !AU コ ロ キ ュ ウ ム 事 14212. 5 .  1 .  10 
出席 し ， 研究発表を行 う 。

工 学 部 // 坂井 純一 ア メ リ カ 合 衆 国 ・ ア イ オ ア大学物理天文教室
の西河謙一博士 と 日 米共同
研究の討論を行 う 5 .  1 .  24 

内部 ・ 外部諸形質の適合性に 5 .  2 .  14 
教 養 部 ，， 鈴木 邦雄 II 基づ く ト ピハ ム シ車科の属の

上級分類に関す る 研究 5 .  3 .  31  

・ 日 本経済に関す る 講義 ・ 研 5 .  1 .  3 
フ ィ リ ピ ン 究活動

経済学部 II 藤森 英男 Aロ"' 湾 ・ 台湾経済の研究状況に関す
る 調査及び資料収集 5 .  4 .  22 

ア メ リ カ 合 衆 国 欧米に お け る カ ルテ ル事件の 5 .  2 .  20 
II II 滝川 敏明 ド イ ツ． フ ラ ン ス 審査手法につ い て （入札談合

� Jレ ギ を 中心 に ） 5 .  3 .  7 

ラ ス ・ ア ルハ イ マ ー の 中世遺
5 .  1 .  4 

海 外 研 修 理 学 部 教 授 広岡 公夫 ア ラ ブ首長国連邦 跡の考古地磁気試料採集 5 .  1 .  10 

パイ カ ル湖堀削計画 の会議に 5 .  2 .  17 
教 養 部 II 藤井 昭二 ロ シ ア

出席 5 .  2 .  24 

��Q[)G!) 
〈住所変更〉

経済学部

助 教 授

（比較経済論）

松 井 隆 幸 助 教 授 諸 橋 昭 一

（生物プロセス工学）

工 学 部

教 授 坂 井 純 一

（計算機工学）

助 教 授 高 瀬

（機能性材料工学）

均

1i
 

nd
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言ト 報

本学名 誉教授 山 口 政則 氏 逝去

本学名誉教授 山 口 政 則 氏 は ， 平成 5 年1 月16 日 ， 急 性 心 不 全 の た め 逝 去 さ れ ま し

た 。 享年79歳 。

同 氏 は， 昭和 8 年 3 月 鹿児島県第一 師範学校 を卒業後 ， 新 潟 第 一 師 範 学 校 助 教 授

等 を 経て 昭和21年 9 月 東京文理科大学 を卒業後， 同 月 文 部 教 官 に 任 ぜ ら れ 富 山 師 範

学校， 富 山 大学教育学 .m講師． 富山大学教育学部助教 授 等 を 経 て ． 昭 和 45年 3 月 富

山大学教育学部教授 に 昇任， そ の 後昭和54年 4 月 停年 に よ り 退 職 さ れ ， 同 月 富 山 大

学発展 に 尽力 さ れ た 功 績 に よ り 富山大学名 誉教授 の 称号が授与 さ れ ま し た 。

そ の 後， 昭和54年 4 月 か ら 昭和62年 3 月 ま で 星 陵女子短期大学発 展 に も 寄 与 さ れ ， 多 年 に わ た り 高 等 教 育

に 貢献 し た 功績 が評価 さ れ昭和61年 4 月 勲三等瑞宝章が授与 さ れ ま し た 。

同 氏 は 終始熱意 と 温情 を 持 っ て生徒並 び に 学生 の 教育 と 指導 に 当 た ら れ ， 理科教 育 分 野 を 中 心 と し て 多 く

の 有能 な 人材 を育 成 し 教育界等へ送 り 出 さ れ． そ し て 今 日 ， 各 地 で 見事 に 花 を 咲 か せ て い ま す 。

同氏 の 専門領域 （生物） に お い て は 高 山 植物 ニ ッ コ ウ キ ス ゲ と 同 属平地 産 ヤ ブ カ ン ゾ ウ と の 類 縁 環 境 を 究

明 さ れ， そ の 研究成果 は学会 に お い て 氷河時代か ら 平地性植物 と 高地性植物 の 類 似 性 に つ い て 具 視 し て い る

点 に 著 し い 注 目 を集 め ま し た 。 ま た 長期 に わ た り 大互 の交雑実権を試み ら れ， 遺 伝 学 の 領 域 に お け る 数 々 の

成 果 は 現在 の バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 基礎 と な っ て い ま す 。

こ の 間富 山 大 学在職中， 全国的 に 波及 し た大学紛争 に 際 し ， 補導協議会委員 ま た 教 官 代 表 と し て 毅 然 と し

た 態 度 を 持 っ て 大学正常化 に 努 力 さ れ ま し た 。 そ の 後昭和48年 3 月 か ら 2 年 3 ヶ 月 に わ た り 評 議 員 ， 昭 和 49

年 4 月 か ら 昭和53年 3 月 ま で教育学部附属 小学校長及 び附属幼椎園長を併任 さ れ ． 教 育 養 成 学 部 に お け る 職

責 の一 端 を 担 わ れ ま し た 。

ま た ， 附属 幼稚園長在職中 ，幼稚園教育新興 の た め 昭和51年 4 月 富 山 県国公立幼稚園長会を 発 足 さ れ 初 代 会

長 に 推挙 さ れ， 同 会事業 の 推進 に 務 め ら れ地域社会へ も 貢 献 さ れ ま し た 。

こ こ に， 同 氏 の 御功 績 を 偲 び顕彰 す る と と も に ， 御 冥 福 を 祈 り ， 謹ん で 哀 悼 の 意 を 表 し ま す 。

ワ】円。
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本 部 ｜ 臨時健康診断 （寒 中水泳）

23 日 寒中水泳

1 月 4 日 第 10回部局長懇談会 25 日 第 6 回 自 己点検評価委員会研究活動 等 専 門

6 日 第 6 回事務組織等検討委員会 委員会

第 20回新教育課程実施委員会作業部会 第 5 回 自 己点検評価委員会管理運営専門 委

6 ～ 1 1 日 人事関係事項説明聴取 員会

7 日 部課長会議 第 9 回国際交流委 員会留学生部会

営繕関係経 費 ヒ ア リ ン グ （学内 ） 一般選抜入学願書受付 （～ 2 / 2 ま で ）

大学入試 セ ン タ ー 試験監督者説明 会 26 日 第 5 回 自 己点検評価委員会教育活動専 門 委

7 ～ 1 1 日 在来生合宿研修 （於 ： 志賀高原） 員会

8 日 第 7 回教育改革整備委員 会組織制度専 門 委 第 6 回情報処理 セ ン タ ー 運営委員会

員 会 廃液処理施設 自 己点検評価委員会

1 2 日 第 4 回国際交流委員会学術交流部会 26～28 日 北陸財務局 に よ る 共済組合監査

1 3 日 成人式記念品贈呈 27 日 第 14田部局長懇談会

第 8 回国際交流委員会留学生部会 28 日 第 7 回教育改革整備委員会教育課程 等 移 行

14 日 第 1 1回部局長懇談会 専門委員会

リ カ レ ン ト 運営委員会 第 5 回放射性同 位元素総合実験室運営委 員

第 3 回 国際交流委員会 ぷ＝』

16～17 日 大学入試 セ ン タ ー 試験 第 2 回放射性同 位元素総合実験室 自 己点 検

1 8 日 第 3 回教育改革整備委員会 評価委員会

第 12回部局長懇談会 第 3 回 保健管理 セ ン タ ー 運営委員会

1 9 日 第 1 0回事務協議会 第 1 回 保健管理 セ ン タ ー 自 己点検評価委 員

第 3 回 学寮補導委員会 よ"Zi』;; 

第 8 回新教育課程実施委員会 29 日 第 13回評議会

第 2 1回新教育課程実施委員会作業部会 30～31 日 ス キ ー 講習 会 （共済組合主催）

20 日 第 2 団施設整備委員会 外 国 人 留 学 生 と 教 職 員 と の ス キ ー 交 流 会

人文学部推薦入学者選抜試験 （於 ： 極楽坂 ス キ ー 場 ）

21 日 第 6 回教育改革整備委員会教育課程等 移 行 2 月 1 日 第 14回評議会

専門委員会 第 15回部局長懇談会

第 2 回低温液化室 自 己点検評価委員会 部課長会議

第 7 回補導協議会 第 8 回補導協議会

第 4 回授業料等減免選考委員会 2 日 東海北陸地区国立学校等施設整備打合せ 会

第 6 回 入学試験実施委員会 （於 ： 名 古屋大学 ）

第 6 回入学試験委員会 厚生補導研修会講演会

22 日 第 13回部局長懇談会 第22回新教育課程実施委員会作業部会

第 1 2回評議会 第 3 回教務委員会

リ カ レ ン ト 運営委員会 第 9 回新教育課程実施委員会

第 8 回教育改革整備委員会組織制度専 門 委 2 ～ 9 日 平成 4 年度学内 会計監査

員 会 3 日 第 9 回教育改革整備委員会組織制度専門 委

会計係長会議 員会

-33 -
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特 別定期健康診断

公務員採用 試験 に 関 す る 講演 会

4 日 大学院設置構想策定 に 関 す る 研修会

第 7 回 入学試験実施委員会

第 7 回 入学試験委員会

5 日 第 4 回教育改革整備委員会

部課長会議

第 4 回 公 開講座委員会

8 日 第 6 回 自 己点検評価委員会教育活動専門 委

員 会

第 7 回 自 己点検評価委員会研究活動等 専 門

委 員 会

第 6 回 自 己点検評価委員会管理運営専門委

員会

平成 5 年度施設整備事業実施計画案調書 ヒ

ア リ ン グ （於 ： 名 古屋工事事務所）

9 日 国大協第一常置委員会小委員会

第 9 回 補導協議会

12 日 第 15回評議会

第 16回部局長懇談会

第 5 回 大学 院委員会

第 10回教育改革整備委員会組織制度専門委

員会

第 3 回 低温液化室運営委員会

15～17 日 平成 4 年度文部省経理実態調査

16 日 平成 4 年 度国立大学学生部長会議 （ 於 ： 東

海大学校友会館）

第23回新教育課程実施委員会作業部会

1 7 日 水曜会

部課長会議

18日 環境保全技術講習 会 （於 ： 高志会館）

第31回全国厚生補導研究集会第 l 回運 営 委

員会 （於 ： 高志会館）

19日 第 5 回 公 開講座委員会

第 5 回 新教育課程実施委員会教育改革整備

委員会

22 日 教務委員会 ・ 補導協議会合 同委員会

23 日 公 開講座主幹課長会議

24 日 特別定期健康診断

学務関係係長会議

25 日 前期 日 程 ・ A 日程 入学者選抜学力検査

26 日 第 16回評議会

第 17回部局長懇談会

報 第341号

第10回補導協議会

第 1 回 留学生指導相談室運営委員会

「一人 文 学 部 ｜
1月 7吋7日 大学院人文科学研究科入学願書受付

1 1 日 授業開始

12日 学部教務委員会

13日 教授会

人文科学研究科委員会

教授会 （人事 ）

14～ 18 日 推薦入学願書受付

20 日 推薦入学学力検査

27 日 学部教務委員会

学部補導委員会

2 月 1 日 大学院人文科学研究科 （ 修士課程 ） 入 学 者

選抜検査

4 日 教授会

教授会 （人事）

5 日 平成 4 年度学内 会計監査

9 日 人文科学研究科教務等検討委員会

10日 人文科学研究科委員 会

教授会 （人事）

1 2 日 大学院人文科学研究科 （修士課程 ） 合 格 者

発 表

後学期授業終了

17日 学部教務委員会

教授会

18日 事務連絡会

24 日 係長会議

1 月 6 日 授業再開

附属学校運営委員会

7 日 間 属 中 学校第 3 学期始業式

8 日 附属 小学校， 附 属 養護 学校第 3 学期 始 業 式

12 日 学部 カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会

入学者選抜方法検討委員会

附属 幼稚園第 3 学期始業式

13 日 学部教務委員会

学部 自 己点検評価委員会

教授会
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18日 教育学部候補者選挙委員会

18～22 日 平 成 5 年度附属小学校 ・ 附 属 中 学校 入 学 願

書 の 受付

20 日 大学院設置準備委員会

21 日 学部職業補導委員会

25 日 附 属 学校運営委員会

教育実習委員会

26 日 学 部 自 己点検評価委員会

28 日 学部紀要編集委員会

自 然観察実習 セ ン タ ー 自 己点検評価委員会

自 然観察実習 セ ン タ ー 運営委員 会

附 属小学校入学者第 1 次選考 （発育検査 ）

31 日 附 属 中 学校入学者第 1 次選考 （学力 検 査 ）

2 月 2 日 学部補導委員会

附属小学校入学者第 2 次選考 （抽選 ）

3 日 学部教務委員会

人事教授会

学 内会計監査

4 日 附 属 中 学校入学者第 2 次選考 （抽選 ）

8 日 教育専攻科入学者選抜試験

9 日 授業終了

大 学院設置準備委員会

10日 学部教務 ・ 補導合同委員会

学部教務委員会

教授会

人事教授会

附属養護学校教育実践研究会

12 日 入学者選抜方法検討委員会

学部予算委員会

教育専攻科 合格発表

16 日 教育実習 委員会

24 日 学部教務 ・ 補導合 同委員会

教授会

人事教授会

経 済 学 部 l
1 月 7 日 授業再開 （経済学部夜間主 コ ー ス 2 年 生 を

除 く 。 ）

係長会議

1 1 日 授業再開 （経済学部夜間主 コ ー ス 2 年 生 ）

12日 各種委員選考委員会

報 第341号

係長会議

13日 学部教務委員 会

人事教授会

教授会

18日 学部施設整備委員会

19日 係長会議

学部 自 己点検評価委員会

20 日 大学院経済学研究科委員会小委員会

大学院経済学研究科委員会

財務委員会

25 日 学部入学方法検討委員会

27 日 学部教務委員会

人事教授会

教授会

学部留学生委員会

29 日 学部 自 己点検評価委員会

2 月 2 日 平成 4 年度学内 会計監査

5 日 夜間主 コ ー ス 編 入学試験

8 日 大学院経済学研究科委員会小委員会

夜間主 コ ー ス 編 入学試験選考委員会

後学期授業終了 （経済学部夜間主 コ ー ス 2

年生）

10 日 学部教務委員会

人事教授会

教授会

大学院経済学研究科委員会

後学期授業終了 （経済学部夜間主 コ ー ス 2

年生を 除 く 。 ）

1 9 日 日 本海経済研究所運営委員会

23 日 学部教務委員会

人事教授会

教授会

大学院経済学研究科委員会

係長会議

24 日 学部教務委員 会 と 学部補導委員 会 の 合 同 委

員会

理 学 部

1 月 6 日 学科主任会議

7 日 学部教務委員会

1 1 日 授業開始
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学部図書委員会

13 日 教授会

理学研究科委員会

人事教授会

理学部長候補者選挙管理委員会

18～22 日 大学院理学研究科入学願書受 付 （ 2 次）

20 日 理学部長候補 者選挙管理委員 会

27 日 学部補導委員会

29 日 学部図書委員会

2月4～5 日 大学院理学研究科 （修士課 程 ） 入 学 者 選 抜

検 査 （第 2 次 ）

5 日 平成 4 年度学内 会計監査

10 日 教授会

理学研究科委員会

人事教授会

12 日 大学院理学研究科 （修士課程 ） 合格者発表

後学期授業修了

17 日 学科主任会議

22 日 学部教務委員会

23 日 教授会

人事教授会

理学研究科委員会専任教授会

工 学 部 ｜
1 月 7 日 学部拡大教務委員 会

1 3 日 教授会

工学研究科委員会

専任教授会

21 日 学部拡大教務委員 会

22 日 係長連絡 会

25 日 学部施設整備委員会

27 日 教授会， 選考委員会

28 日 学部運営委員会

学部 自 己 点検評価委員会

2 月 2 日 専任教授会

8 日 学部教務委員会

8 ～ 9 日 大学院工学研究科 （ 2 次 ） 入学試験

9 日 学部運営委員会

学 内 会計監査

10 日 教授会

工学研究科委員会

報 第341号

専任教授会

12 日 大学院工学研究科 （ 2 次 ） 合格発表

15 日 学部安全委員会

学部拡大教務委員会

博士課程設置準備委員会

学部教務委員会

補導委員会合同委員会

16日 学部教官要覧編集委員会

文部省経理実態調査

17 日 教授会

専任教授会

19日 後期授業終了

24 日 学部教官要覧編集委員会

25 日 前期 日 程私費外国人留学生入学試験

（五 養 部 ｜
1 月 8 日 自 己点検評価委員会

11 日 授業開始

12 日 教務委員会

14 日 将来計画委員会

20 日 教授会

21 日 自 己点検評価委員会教育活動専門委員会

25 日 予算委員会

自 己点検評価委員会管理運営専門委員会

自 己点検評価委員会研究活動等専門委員会

26 日 教務委員会

27 日 人事教授会

教授会

2 月 3 日 教務委員会

4 日 補導委員会

8 日 後学期授業終了

10 日 教授会

人事教授会

12 日 後学期末試験開始

15 日 予算委員会

23 日 教務委員会

補導委 員会

施設整備委員会

後学期末試験終了

24 日 教授会
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附 属 図 書 館

1 月 19 日 係長連絡会

28 日 第 2 回館報 「書香」 編 集委員会

第 7 回 附 属 図書館商議会

2 月 4 日 平 成 4 年度学内 会計監査

8 日 係長連絡会

10 日 第 1 回図書館業務専用 電子計算機仕様 策 定

委員会

1 5 日 平成 4 年度文部省経理実態調査

18日 第 2 回図書館業務専用 電子計算機仕様 策 定

委員会 （持 ち 回 り ）

26 日 係長連絡会

水素同位体機能研究セ ン タ ー

1 月 6 日 第 1 回水素同位体機能研究 セ ン タ ー 自 己 点

検評価委員会

26日 第 2 回水素同位体機能研究 セ ン タ ー 自 己 点

検評価委員会

28 日 R ・ I 教育訓練

地域共同研究セ ン タ ー

1 月 20 日 第 3 回技術セ ミ ナ ー

22 日 第 4 回企業見学 と 産 学交流会 （於 ： 太 平 洋

製鋼株式会社富 山製造所 ）

2 月 2 日 企業見学 と 産学交流会 （於 ： 吉 田 工業側 ）

8 日 企業見学 と 産学交流会 （於 ： 立 山科学工業

開）

9 日 学 内 会計監査

15日 地域共同研究 セ ン タ ー 運営委員会

16日 文部省経理実態調査

企 業見学 と 産学交流会 （於 ： コ ー セ ル欄 ）

技 術研究会材料部会研究発表会

報 第341号

保健管理セ ン タ ー

1 月 28 日 保健管理 セ ン タ ー 運営委員会

保健管理セ ン タ ー 自 己点検評価委員会

2 月 3 日 第 3 回健康の集 い
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寸ー 報 第341号

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課

富 山 市 五 福 3 1 9 0 

印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社

富 山 市住吉町 1 丁 目 5 18 

電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 （代）
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